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はじめに

日々、さまざまな情報が載せられる新聞紙上で、時折文化財に関する記事が紙上を

にぎわす事があります。数ある文化財の中でも、全国各地から埋蔵文化財の発掘調査

による新たな情報が、皆様の知的好奇心を惹きつけることもあります。

文化財調査事務所では、府内の公共工事に伴う発掘調査を年間数十件手がけてい

ます。日々実施しております発掘調査の成果は、地道な作業により得られるものであ

り、府内各地域の貴重な歴史情報源です。そこで、平成 20年度にどのような発掘調

査が行われたのかをお知らせするため、21件の調査成果を速報いたします。

発掘調査により得られた考古資料の情報は、そのままの姿では歴史を語ることが

できません。丁寧に時間をかけて情報を資料から取り出す作業を通じて、活用できる

文化財として蓄積されていきます。

蓄積された情報を活用するため、報告書の公刊、博物館へ貸出展示、各機関や個

人からの閲覧、撮影など要望に応じた、普及広報活動事業を行っています。

調査事務所では、今に生きる人々が未来を見通す指針の手助けとなるため、文化

財の保存と活用に努めて参りますので、なお一層のご協力とご支援を賜りますようお

願いいたします。

平成 21年 10月

大阪府教育委員会事務局

文化財保護課長 野口雅昭



口

1.本書は、大阪府教育委員会文化財調査事務所年報第 13冊である。

2.本書には、本府教育委員会が実施した平成 20年度の発掘調査及び普及啓発活動等の記録
を記載している。

3.埋蔵文化財調査の中の主要なものについては、その概要報告を掲載した。各概要報告の表
題に示す数字列及び番号は以下の内容を示している。

なお、概要報告表題の調査番号は第 3表の調査番号と一致する。

遺跡名 (平成 20年度調査番号)

(1)所在地
(2)調査の原因となった事業
(3)調査担当者

4.各項の執筆分担は次のとおりである。
「平成 20年度における埋蔵文化財調査の概況」     調査第一グループ 渡邊 昌宏
「調査概要報告」                   調査第一 。三グループ

「平成 20年度普及啓発 。広報事業及び資料」      調査管理グループ
「平成 20年度大阪府教育委員会文化財保護課刊行物一覧」 調査管理グループ

「平成 20年度資料貸出・掲載・閲覧事業一覧」     調査管理グループ
「平成 20年度文化財保護課・文化財調査事務所組織図」 調査管理グループ

5。 本書の編集は、調査管理グループが行った。

6.本書は 500部作成し、一部あたりの単価は 290円である。

例
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― 平成 20年度における埋蔵文化財調査の概況 一

調査件数と面積

大阪府教育委員会が平成 20年度に実施した調査

件数は、発掘調査が 18件、確認調査 10件、立会

調査 6件、試掘調査 11件の合計 45件であった。
なお、調査面積の算出が困難な立会調査を除く、

発掘調査と試掘調査及び確認調査の調査面積を合

計すると 19,863� である。また、遺物整理事業は、

H件であり、調査報告書 5冊と調査概要報告書 2
冊を刊行している。

平成 20年度に実施した埋蔵文化財調査の傾向と

しては、前年度に比較して調査件数と面積が共に減

少している点があげられる。調査件数は平成 19年

度から25°/Oの減少であり、調査面積は約 270/Oの減

少であった。

これらの調査件数と調査面積の減少は、平成 20

年度から本格化した、本府の行財政改革に伴う公共

事業の見直しに運動した、予算削減の影響が大きく

現れた結果と考えられる。表 1に示したとおり、前

年度まで発掘調査の主要な部分を構成していた府営

住宅事業が急激に減少している。それに対して、平

成 20年度には、下水道事業の増加が著しい。
一方、表 2に示した地域別調査面積を見ると、泉

南地域と三島地域 。北河内地域 。中河内地域のそれ

ぞれで減少が目立っている。但し、北河内地域の場

合は、前年度に比べて調査件数が 1件のみの減少

に対して、調査面積が 6割減っており、1件あたり

の調査面積の減少が顕著であった。このような小面

積での発掘調査等の増加は、結果的に調査に要する

表 1 原因別調査種別表

人員と時間を増やすことになり、作業効率の悪化を

招いている。

それに対して、下水道事業の増加を背景とした南

河内地域での調査面積は、平成 19年度に比較して

約 1.5倍の増加を示している。

主な調査成果

平成 20年度の調査成果については、5頁以降に

主な 21遺跡の内容を記載しており、ここでは、平

成 20年度調査成果について、時代ごとの概略を紹

介したい。

縄文時代

縄文時代については、泉北地域の和泉市府中遺跡

において中期後半から後期初頭の上器と石器が出土

しており、中期後半の貯蔵穴と思われる土坑も発見

されている。

府中遺跡の調査は、府道建設に先立って平成 14

年度から継続して実施しており、平成 18年度以降

の調査で縄文中期後半を中心とする遺構と遺物がま

とまって見つかっている。

弥生時代

弥生時代では、和泉市寺田遺跡から中期後半の円

形竪穴住居跡 1棟と溝や土坑が発見されており、集

落の一部と考えられる。また、同じ和泉市の府中遺

跡の調査においては、中期の方形周溝墓の一部と後

期の溝も見出されている。さらに、府中遺跡の東南

部調査地点からは、後期後半から庄内式並行期にか

けての流路が見つかっており、この流路から人為的

に置かれた状態の土器が多数出土している。府中遺

8年度 9年 10年度 悧年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年属 20年度

面 面 面積 面積 面積 面積 面積 面積 面積 面積 面稽 面積 件聾 面積

住 宅 10696 16304 23590 11 ,905 12522 13817 15,453 7 14,730 488 8

林 15026 9242 17 13817 8147 1241 7 10308 9,068 1,970 4 1,564 5 3

適路 140,4 9,590 17 3504 4256 11008 11,423 12,712 7,468 11,422 24 10.468

下水 7 294 4,355 9 4149 6 5,066 9 16846 13,017 6 13,150 7 8,174 5 3 5

河,H 9 2351 9 6 7 3 1,389 146 4 1,598 5,204 5 9,063 2 3,883 2 204 2 2

高校 7 1680 2 4 8 1,054 7 809 24 8

との1 207 7 3946 9 665 2000 1199 6

57,782 44,035 38,507 52,385 54.292 59,072 31,525 27,339 19,863

* 面積はnf

表 2 地域別調査面積・作数一覧表
8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年反 19年度 20年度

面積 面積 面積 面積 面積 面積 面積 面積 面積 面積 面積 面積 面積 昨姜

末阪帯 143 3 6 4 0 0 2 1,304 3 6 2 120 4 0 0 96 2

泉南 9,882 14 2.901 5.206 8,638 5,723 450 5 8,971 4794 8 4069 8 438 5

泉 北 6760 7 15359 8 5922 6 6,240 8 6 5,043 3897 7,861 7,357 7 6.519 8 6.857

2692 20144 8 26,178 9,324 11,450 19,747 14,250 8,388 10,433 4,942 6,534 9 11

2,099 6,676 1,205 8 8 949 3,319 9 50 1,225 2.104 11 322 a

4,664 11 3,738 9 7.948 5 41978 16.263 4 17,664 15,733 18064 9 20923 13252 4940 9

三 島 4 7 5779 6 4883 7 10,629 8 9 9 5957 11 14060 8 9 6,677 2,969 495 5

!「セ 3647 2 5249 5 6026 5 5 3 0

合 計 36.843 57,783 44,035 52,185 65 52,385 58,072 31.525 27.339 19,863



跡の西側に隣接する和泉市豊中遺跡においては、弥

生時代後期の 2間 ×3間灰上の掘立柱建物跡が 1

棟と同時期の溝が発見されている。

南河内地域の松原市高木遺跡では、平成 19年度

の調査ですでに見つかっていた、弥生時代後期の方

形竪穴住居跡の南束隅部分を確認している。

吉墳時代

古墳時代の調査成果としては、北河内地域の四條

畷市蔀屋北遺跡において、中期から後期の大規模な

集落跡の一部が発見されている。この遺跡は、下水

処理施設である「なわて水みらいセンター」建設に

先立って、平成 13年度から継続的に発掘調査を実

施しており、以前の調査で 5世紀後半の馬埋葬土

坑と馬具等が見つかって話題となった遺跡である。

蔀屋北遺跡の本年度の主な調査成果としては、中

期から後期にかけて営まれた集落の北東居住域か

ら、方形竪穴住居跡 3棟と掘立柱建物跡 5棟及び

多数の土坑・溝が見出されている。さらに、ほぼ同

時期の集落南東居住域では、方形竪穴住居跡 3棟

と掘立柱建物跡 3棟及び井戸 。土坑・溝が発見さ

れている。出土遺物としては、製塩土器と韓式系土

器が本年度の調査でも、まとまって見つかっている。

また、中河内地域の八尾市久宝寺遺跡では、古墳

時代前期の溝と堤が見つかっている。特に堤につい

ては、堤を構築する際に、盛上の間に枝葉を敷いて

強化する「敷葉工法」が用いられていることが確認

されている。

南河内地域の松原市大和川今池遺跡からは、後期

の溝と土坑が発見されており、同時期の須恵器蓋も

出土している。同じく南河内地域の河南町芹生谷遺

跡では、後期の柱穴群が三箇所で見出されており、

掘立柱建物で構成される集落の存在が想定される。

一方、泉南地域の岸和田市衣ケ谷古墳は、道路工

事中に偶然発見された古墳である。墳丘はすでに削

平されていたが、1辺が 10m程度の小規模な方墳
で、横穴式石室をもつ 7世紀初頭の終末期古墳であ

る。盗掘を受けているが、石室内から須恵器、土師

器、耳飾り (金環)、 釘等が出土しており、泉南地

域の終末期古墳の実態を示す貴重な発見であった。

奈良時代から平安時代

この時期については、中河内地域の八尾市久宝寺

遺跡において、奈良時代後半の溝によって区画され

た掘立柱建物が 1棟見つかっている。

また、南河内地域の松原市高木遺跡からは、奈良

時代後半から平安時代初頭にかけて、水田域を意図

的に整地し、大型掘立柱建物で構成する集落に変遷

する状況を確認している。大型の円面硯も出土して

おり、古代の街道に近接した遺跡立地から、特別な

性格を有する集落の可能性がある。同じく南河内地

域の河南町山城廃寺においては、奈良時代から平安

時代にかけての集落の一部が発見されている。

この他、北河内地域の交野市倉治遺跡と泉北地域

の堺市金岡遺跡及び南河内地域の松原市池内遺跡か

らは、それぞれ古代から中世にかけての集落の一部

が見つかっている。

平安時代末から室町時代

淀川以北に広がる三島地域の摂津市千里丘遺跡で

は、この時期の耕作地が重層的に確認されている。

また、南河内地域の松原市大和川今池遺跡と河南

町芹生谷遺跡及び河内長野市鳩原遺跡 。川上神社遺

跡において、この時期の集落が発見されている。特

に鳩原遺跡と川上神社遺跡は、河内長野市にある観

心寺の荘園があった地域に立地している。今回の確

認調査で集落が見つかっており、荘園の実態を示し

ている可能性があり、今後の調査成果が期待される。

一方、泉南地域の田尻町田尻遺跡においては、調

査区の南側から幅約 15mの東西方向の大溝が見つ
かっている。この大溝は、出土遺物が少ないため、

時期の確定が難しいが、瓦器片が出土している。

江戸時代

大阪市難波宮跡の確認調査では、大坂城の堀跡と

おばしき遺構が発見されている。堀の埋土から江戸

グラフ2 地域別調査面積の推移
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期の陶磁器類が多量に出土しているが、掘削深度の  戸期以前におよぶ可能性もあるが、江戸時代におい
関係で堀の底部は確認できなかった。堀の掘削が江  ては、堀 として長期間使われていたようである。

表 3 平成 20年度調査箇所一覧表

琶跡名 所在地 種別 調査開始 調査終了 調査面嶺 担当者 事業謀 事業名

軍屋北遺跡 □條曖市蔀屋 4r1/ %掘 平成20年 4月 1ロ 平成21年度に継統 岩瀬 下水道室
露屋川流域下水道整備
なわて水みらいセンター

府中 豊中 板原遺跡 和泉市府中町胡巴子町 発掘 平成?0年 4月 1日 平成21年 3月 6口 阿部 竹原 街路課 語市計画道路和泉中央線整備

匂邑窯跡群 和泉市鍛治屋町 確認 平成20年 4月 3日 平成20年 4月 9日 橋本
室

謳

政

繕
馬流ネットワーク総合整備
荊泉地区 I

苛木遺跡 松原市北新町4 発堀 平成20年 4月 1日 平成21年 1月 31日 tr本 服部 街路課 郎市計画道路 堺港大堀線整備

東郷遺跡 人尾市荘内町2 発掘 平成20年 4月 23日 平成20年 5月 30日 横 田 事業管理室 停河内府民センター 非常用発電機設暦

上の山遺跡隣接地 交野市私部西4 試掘 平成20年 6月 0日 平成20年 0月 0日 岡本 街路課 国道168号線交差点 歩道設置

千里丘遺跡隣接地 摂津市千里丘2 試掘 平成20年 6月 10日 平成20年 6月 ■日 奥 街路課 部市計画道路 千里丘三島線整備

漬良郡条塁遺跡 寝屋川市本町25 確認 平成20年 6月 20日 平成20年 6月 20日 岡本 下水道室
霊屋川流域下水道整備
喝真療屋川増縮幹線 下水管渠集造

し師の里遺Fll 籐井寺市道明寺6 発掘 平成20年 8月 18日 平成20年 8月 19日 主宅管理課
年営住宅 ふれあいハウジング整備

票井寺道明寺住宅

く和川今池遺跡 松原市天美西7 発 掘 平成20年 3月 1日 平成21年度に継続 下水道室
(和川下流流域下水道整備
今池水みらいセンター J

、主寺遺跡 人尾市竜華2 発掘 平成20年 8月 18日 平成21年 2月 27日 松岡 下水道室
雲屋川流域下水道整備
竜華水みらいセンター」

子日遼跡 莉泉市寺田町 発 掘 平成20年 9月 二日 平成20年 10月 15日 土屋 主宅整備課 釘営和泉寺田住宅 建て誉え

驚ヶ谷古墳 岸莉国市三ヶ山町 発 掘 平成20年 9月 1日 平成20年 ■月5日 橋本 室路整備課 一般府道春木岸和国線整備

F里丘遺跡 摂津市子里丘 I 発掘 平成20年 9月 1口 平成21年 2月 9日 /1ヽナ| τ路課 船市計画道路 千里丘三島線整備

確波宮跡 大阪市中央区森ノ宮中央2 縫認 平成20年 9月 22日 平成20年 10月 10日 藤澤
ヒ活束化部
宇少年課

年立青少年会館 用地売却

山城廃 寺 河南町山城官前 発掘 平成20年 10月 20日 平成20年 12月 26日
肇政室

占傭課

γ営ため池等整備
山城新池地区」

渡岡遺跡 界市北区金岡町 平成20年 10月 14日 平成20年 12月 1ロ 西口・藤澤
爽育委員会
笛設課

守立金岡高校 下水道放流切替え

争冶遥跡 交野市倉治 1 確認 平成20年 10月 6日 平成20年 10月 9日
ギ警察本部
儀設課

二枚方警察署 (仮称)建設

1泉 寺跡 府中進跡 れ泉市府中町4 発掘 平成20年 11月 17日 平成21年 3月 10日 土屋 好路課

“

市計画道路 大阪岸和瞬甫海線整備

懲原・,H上神社 可内長野市鳩原ほか 確認 平成20年 二月17日 平成21年 1月 13日
肇政室

墜備課

γ替展村振興総合整備
河内長野和泉地区J

芋生谷遺跡 可南町中 発掘 平成 20年 ■月 1つ 日 平成21年 1月 16日 真路整備課 一般回道300号 (河南赤阪バイパス)整備

重野街道 朝石市取石 7 和成20年■月17日 平成 20年 11月 19日 守路課 邪市計画道路 取石舞線整備

町口池窯跡辞

日屋敷遺跡
質方市山口池公園 立会 平成

'0年
■月25日 平成20年 11月 25日 園ヽ課 コ田池公園整備

奏野本町進跡 文方市禁野本町2 発掘 和成20年 11月 25日 和誠20年 12月 12日 横 田 町路課 部市計画道路 枚方藤坂線整備

し口町遺跡 山ノ内古拶
赤

公原市上国6 確認 平成ワ0年 12月 12日 平成20年 12月 12日 小山田 ド水道室 衛部下水道事務所撤去

日口池窯跡群
日屋敷遺跡

文方市山口池公園 立会 平成21年ワ月ワロ 平成21年ワ月2日 園ヽ課 コ日池公園整備

巳内遺跡 公原市天美東2 確認 平成21年 2月 2日 平成21年 3月 3日 二林 月侵部 断路課 都市計画道路 大阪河内長野線整備

合橋遺跡 秦井寺市)ロヒ 立会 平成?0年 12月 25日 山上
国土交通省
〔和川河チ事務所

1北地区大和川堤防質的改良

霞跡外 尺田市片山町1 試掘 平成21年 2月 5日 平成21年 2月 6口 山上 失道運輸機構 欠H(信 )基盤整備

旧美遺跡 (尾市西久宝寺 発掘 平成21年 2月 9日 平成21年 3月 30日 宮崎 N園課 べ宝寺緑地 橋梁留 痛

盲花口遺跡 界市北区新金岡町3 確認 平成21年 2月 23日 平成21年 3月 10日 藤澤 と宅整備課
ド営住宅建て替え
金岡束第4住宅J

(仙 遺跡 熙市堺区大仙町 立会 平成21年 2月 4日 平成21年 2月 4日 西 口 (学課 障立女子大学跡地汚染上壌八替え

木遺跡 柔井寺市林3 発掘 平成21年 2月 19日 平成21年 2月 19日 小山口 を通対策課
一般国道旧170号線及び主要地方道堺大和

高四線 交差点改良

コ尻遺跡 日尻町吉見 発掘 平成21年 2月 2日 平成 2二年3月 ■日 橋本 通ヽ対策課 一般府道新家日尻線 歩道設置

整坂遺跡 コ條啜市進坂 確認 平成21年 3月 16日 平成21年 3月 16日 岡本 デム砂防課 賃良川砂防

に尾進助 霊屋川市高丘あさひ丘 立会 平成21年 3月 17日 平成21年 3月 17日 山上 日本高速道路(抑 二京阪道路建設

砥跡外 界市堺区鉄砲町 試掘 平成21年 9月 23日 平成21年 3月 23日 山上 更神高速道路(株 ) 反神高速道路大和川線建設

藍跡外 学和国市山直中町 試 掘 平成21年 2月 2日 平成21年 2月 6日 橋本 豊路整備課 一般府道 春木岸和国線整備

盟跡外 (子町太子 試 掘 平成21年 2月 26日 平成21年 2月 26日 小山口 魅通対策課
主要地方道 相原駒ヶ谷千早赤阪線 交差点

女良

川所遺跡 (阪市平野区長吉川辺 確認 平成21年 3月 17日 平成21年 3月 17日 小山口 H部水道事業所 工業用水口改良

藍跡外 界市北区金岡町 試 掘 平成21年 2月 23日 平成21年 2月 23日 西 日 と宅整備課
特営住宅耐震改修

釜岡南住宅

壁跡外 主塚市ニツ松1806 試 掘 平成20年 5月 12日 平成20年 5月 12日 橋本 と宅管理課
奇営住宅エレベーター設置

員嫁三ツ松住宅

登跡外 田々市古江台4 試 掘 平成20年 12月 17日 平成20年 12月 17日 小林 と宅整備課
膚営住宅建て替え
千皇古江台住宅

驚威遺跡 束木市南安威2 立会 平成21年 2月 3日 平成21年 2月 23日 小林 と宅管理課
庁営住宅エレベーター設置
庚木安威住宅

藍跡外 学和国市土生町 試掘 平成21年 2月 19日 平成21年 2月 19日 橋本 と宅管理課
庁営住宅耐震改修
雫莉田土生住宅

０
０
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蔀屋北遺跡 (o8001)
(1)四條畷市砂・蔀屋
(2)寝屋川流域下水道整備「なわて水みらいセンター」
(3)岩瀬 透

はじめに

なわて水みらいセンター建設に先立って平成 13

年度より実施されている蔀屋北遺跡の発掘調査は、

平成 18年度までに水処理施設 (A・ BoC)地区、
ポンプ棟 。沈砂池 (D)地区、砂ろ過施設 (E)地
区、沈砂池 (D-2)地区下層、管理・送風機 (F)
地区等の主要施設地区、および管廊 5地区の調査が

終了している。平成 20年度は平成 19年度からの

債務負担事業で、平成 20年 2月から引き続いて管

廊 2地区および管廊 3地区の調査を平成 20年 7月

まで、平成 20年度事業として発進竪坑 1地区の調

査を平成 20年 8月から9月 まで、管廊 1地区の調

査を平成 20年 9月 から平成 21年 3月 まで、雨水

管渠地区の調査を平成 21年 1月から2月 までの期

間で実施した。(図 2)

管廊 2地区 (K2調査区)の調査概要
K2調査区では 12面の遺構面を確認した。
そのうち主要な遺構を検出した面は第 12面で、

古墳時代中・後期に属する遺構を検出した。ここで

検出した遺構は、東接する C調査区で検出された

北東居住域と関連するものである。(図 3)

北東居住域に属する遺構としては竪穴住居 3棟

(図 4)、 掘立柱建物跡 5棟、土坑、溝、そして北東

居住域の西を南東から北西方向に走る区画溝など多

くの遺構が検出され、須恵器、土師器、韓式土器を

はじめとする大量の土器類が出土した。

管廊3地区 (K3調査区)の調査概要
K3調査区では9面の遺構面を確認した。

そのうち主要な遺構を検出した面は第 9面で、古

墳時代中・後期に属する遺構を検出した (図 5)。

ここで検出した遺構は、西接するE調査区および東

接するB調査区で検出された南東居住域と関連する

ものである。

遺構としては大壁住居 1棟、竪穴住居 2棟、掘立

柱建物跡 3棟、井戸、落ち込み、土坑、清など多数

が検出され、須恵器、土師器、韓式系土器、製塩土

器、U字形板状土製品などが大量に出上した。

発進竪坑 1地区 (HTl調査区)の調査概要
HTl調査区では 13面の遺構面を確認した。
そのうち主要な遺構を検出した面は第 6面、第7

面、第 12面で、第 6面では古墳時代後期に属する

遺構を、第 7面では古墳時代中期に属する遺構を、

第 12面では弥生時代中期に属する遺構を検出した。

第 6面の遺構としては溝 2条が検出され、そのう

ちの 1条から須恵器、土師器などとともに、滑石製

臼玉、土玉が 500点以上出土した。これらの遺物

は径2m程の範囲内に集中して出上しており、土師
器の中にミニチュア製品が認められることなどか

ら、祭祀的な性格を持った遺構と考えられる。

第 7面の遺構としては土坑が検出され、内部から

須恵器、土師器が出上した。

第 12面では土坑が 3基検出された。内部から遺

物は出土しなかったが、遺構面直上の遺物包含層か

ら弥生時代中期の遺物が出土しており、遺構は同時

期のものと考えられる。

管廊 1地区 (Kl調査区)の調査概要
Kl調査区では 15面の遺構面を確認した。
そのうち主要な遺構を検出した面は第 9面、第
10面、第 11面、第 12面で、第 9面では古墳時代

図3 管廊 2地区第 12面全景図2 蔀屋北遺跡調査区位置図



後期～奈良時代に属する遺構を、第 10面では古墳

時代中期～後期に属する遺構を (図 6)、 第 11面と

第 12面では弥生時代中期に属する遺構を検出した

(図 7)。

第 9面では調査区を北束から南西方向に横切る流

路が認められ、底面付近に堆積した荒砂内から古墳

時代後期の須恵器、土師器などが大量に出土し、埋

土最上層からは奈良時代の須恵器が出土している。

第 10面の遺構としては竪穴住居 2棟、掘立柱建

物 5棟、井戸 1基、土坑 3基などがあり、須恵器、

土師器、韓式系土器などが大量に出土した (図 8)。

ここで検出した遺構は、西接するD調査区および東

接するC調査区で検出された北東居住域と関連する

ものである。

第 11面の遺構としては竪穴住居 1棟、土坑、溝

などが調査区全域で多数みられた。遺構内から弥生

式土器や石器、木器などが多数出土し、これらから

図 4 第 12面竪穴住居

11面の遺構は畿内第Ⅲ様式の古段階に属するもの

と考えられた。

第 12面の遺構としては竪穴住居 1棟 (図 9)、溝、
ピットなどが 11面 と同様に調査区全域にみられ、

遺構内から弥生式土器や石器などが多数出土し、こ

れらから、12面の遺構は畿内第Ⅱ様式に属するも

のと考えられた。

H面と 12面の遺構はD調査区東半部で検出さ
れている集落と関連するものである。

雨水管渠地区 (UK調査区)の調査概要
UK調査区では9面の遺構面を確認した。そのう
ち主要な遺構を検出した面は第 9面で、古墳時代中

期～後期に属する遺構を検出した。ほぼ東西方向に

広がる遺構であるが、調査区が狭小なため、検出し

得たのは北側の肩部のごく一部分であり、遺構の種

類、規模などは不明といわざるを得ない。内部から

須恵器、土師器、木製品などが少量出土した。

図 7 第 10面上坑遺物出土状況

図 8 管廊 1地区第 12面全景図 5 管廊 3地区第 9面全景

図6 管廊 1地区第 10面全景 図 9 第 12面竪穴住居



府中遺跡 (o8002)
(1)和泉市府中町地内
(2)都市計画道路和泉中央線整備
(3)阿部幸一

本調査は平成 14年 (02年)度から継続して実
施している。平成 20年 (08年)度は、道路の和
歌山側に敷設されている用水路部分 (幅 2m)と現
道路部の調査を実施した。

東南端の市役所北交差点西南側の 05、 06区では、

弥生時代中期と後期の溝を検出した。中期の清は前

年調査でも検出しており、完形に近い土器が出土し

ている。幅 12mの国道を挟んだ調査地で検出され
た周清墓群 (平成 14,18年調査)と比べて溝幅が

大きく、周清墓群が広がるか検討が必要であろう。

8区では 06年調査で検出した方形周溝墓の南西

溝を検出した。埋管工事で破壊されているが、弥生

時代中期の土器が出土している。

この周溝墓群の西北側では 03年の調査の河道の

続きを検出した。この河道は、最上層に古墳時代初

頭の遺物を含む黒色土層を薄く堆積させるが、下層

はほとんど遺物を含まない。調査区内を西から北に

蛇行しながら流下しており、8区西北端の屈曲部で

大量の流木が出土した。太い物は直径 1.Om以上を

測り、洪水の激しさを窺わせる。この川は、縄文時

代晩期前半の南東―北西流する河道を切っており、

弥生時代中期初頭には土砂の堆積により、周囲より

やや低いが平坦化したと考えられる。

04区では現地表から約 2m下の層で、縄文時代
中期後半の貯蔵穴と考えられる土坑を検出した。平

面はいびつな方形で、大きさは約 1.4m× 1.3m、

深さ約 0.4mを測る。埋土は主に黒色系のシル トや

砂質土で、中期後半の深鉢が出土した。この時期の

上器としては遺存状態は良好である。

01、 04区では

縄文時代中期から

後期はじめの上器

が多数出土してお

り、縄文時代中期

中頃か ら晩期 ま

で、ほば、途切れ

ることなくこの地

域に集落が営まれ

ていたと考えられ

る。
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図 11 04区縄文土器出土状況

図 10 地区番号とこれまでの調査地点

図 12 05区弥生時代の溝



豊中遺跡 (08002)
(1)和泉市肥子町地内
(2)都市計画道路和泉中央線整備
(3)竹原 伸次

はじめに

」Rをはさんで南東側の府中遺跡とともに 2002

年度から調査を実施している。今年度は、2008年

8月 18日 から 2009年 2月 13日 まで、アンダー

パス化に伴って掘削する部分、約 1,220∬の調査を

実施した。道路中央の障害物撤去の遅れや、工事の

進捗にあわせて調査を実施したため、調査区は 7箇

所に分断せざるを得なかった。

層序

基本層序は、第 1層 :盛土、第 2層 :耕作土、第

3層 :十日耕作土、床土、第 4層 :黄褐色砂質シルト、

第 5層 :黒褐色粘質シルト、第 6層 :黄灰色砂質シ

ルト。第 7層 :灰オリーブ砂質シルト、第 8層 :黄

褐色粘土である。

第 3、 4層は、中世から縄文時代の遺物包含層で

ある。特に第 4層中から、滑石製の子持勾玉、紡錘

車が出土した。第 5～ 7層からは、遺物はほとんど

出土しない。第 8層からは縄文時代後期～晩期の遺

T P.18.00m

物が出土する。

遺構

遺構面は4面検出した。第 1面は、全調査区から

中世の耕作溝、溝を検出した。

第 2面は、17ト レンチから東西方向の大溝を一

条検出した。幅約2m、 深さ約 1.3mを測る。時期

は古墳時代後期である。

第 3面は、16・ 9・ 12・ 15。 13ト レンチにま
たがる南東から北西方向の溝を一条検出した。幅約

0.5mか ら lm、 深さ約 0.5mを測る。また、17ト

レンチ北西端から2間 ×3間以上の掘立柱建物跡
1棟及び溝一条を検出した。方向はほぼ方位と一致

する。時期は弥生時代後期である。

第 4面は、金調査区から自然流路を検出した。縄

文時代後期の遺物が若干出土する。

T P.17.00m

‐ 1

<2
‐
3

<4

図 13 断面模式図 (9ト レンチ)
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図 14 17ト レンチ第 2面大溝 (西より)

図 15 調査区位置図 (2500分の 1)



高木遺跡 (08004)
(1)松 原市北新町 4丁目。我堂 5丁目
(2)都 市計画道路堺港大堀線整備
(3)服 部 文章

平成 19年度に上記事業地内で実施した B地区の

調査に引続き、その東西両側に当たるA地区及びC

地区の発掘調査を実施した。その結果、 A地区で
は弥生時代後期の集落の縁辺部や調査区を横断し

て流れる流川の旧河道とそこに施された木組の護

岸の一部などが、 C地区では奈良時代から平安時

代にかけて水田から大型の掘立柱建物群へ土地利

用が変更された事を示す集落後などが検出された。

また B地区で事業地の南北両サイ ドに残された未
調査部分についても併せて追加調査し、平成 19年

度に検出された弥生時代後期の方形竪穴住居の南

東部分や大型掘立柱建物の北辺の柱列などが確認

された。調査面積は合わせて 1,400∬である。

弥生時代の遺構については、平成 19年度に竪穴

住居が検出された B区に隣接するA3区において、
溝や土坑などの若干の遺構が検出されたのみで、当

該期の集落としては縁辺部に移行する区域に当た

るものとみられる。上述のとおりB区の追加調査で

は方形竪穴住居の南東部コーナーを検出し、竪穴住

居の全容を確認することができた。

奈良時代後半から平安時代初頭の遺構は、平成

19年度の B区東半から平成 20年度の C区で顕著
に認められ、特にC2区の東半からC3区 。C4区
では、ほぼ方位に一致する畦畔により区画された水

田跡が検出された。これらの水田は、北から順に

約 0.2mの高低差をつけて東西方向の段状に区画さ

れ、それぞれの水田の北東側に給水、南西側に排水

の水口を設けて配置された状況が窺われる。これら

の水田区画は、鋤先等の農耕具の痕跡や人や牛馬の

足跡状の痕跡が明瞭に遺存する部分として捉える

ことができ、そうした痕跡が認められない範囲は、

耕作が及ばない地山層が帯状に残 り畦畔の痕跡と

して捉えられる。

Cl区東半からC2区西半にかけては水田跡が
認められず明黄褐色の地山粘質土層が広がり、その

上面では一辺、深さとも約 08mを測る大型で隅丸
方形の掘方を有する柱穴で構成される東西方向の

柱列などの遺構が検出された。

またC2区北辺部で検出された水田とCl区北
西部で検出された水田は、整地を施した後に同様の

大型隅丸方形の柱穴で構成される掘立柱建物が建

てられており土地利用が変更されたことが明らか

図 16 調査区位置図

となった。本来の生産基盤である水田区画が、明ら

かに意図的に整地を加え大型の掘立柱建物の区画

に土地利用が変更されている点は極めて興味深い。

また平成 19年度に出土した海獣葡萄鏡の存在と

ともに、今回の調査では大型の円面硯も出土してお

り、難波大道と長尾街道の交差点の北東、共に約一

里に当たる一角に、奈良時代後半から平安時代初頭

にかけて整然とした水田区画や一般集落とは様相

を異にする大型の掘立柱建物群が存在したことを

明らかにすることができたことは重要な成果と言

える。

中世には遺跡の西辺部を弧を描いて北流する流

川の旧河道が南東から北西の方向に貫いて流れて

いたことが確認され、その右岸の侵食を防ぐ木組み

の護岸施設が検出された。この護岸施設は長い丸太

材を右岸に沿って 5本以上打設し、その上部に横木

を渡して骨組みとし、河川側に樹皮状の植物遺体を

編み込むように敷設して侵食の拡大を防ぐ施設と

見られる。水流により杭列が外側へ折れたため崩壊

し埋没した状況であることが確認された。中世期の

治水土木技術を解明する上で貴重な資料と考えら

れる。

図 17 Cl区 水田跡と大型掘立柱建物



東郷遺跡 (08005)
(1)八尾市荘内町地内
(2)中河内府民センター非常用発電機設置
(3)横田 明

調査地点は中河内府民センターの西側であり、調

査は4月末に着工、5月末には全調査を終了した。

基本層序

厚さ lm近くの盛土を除去し、旧耕作土上面を検
出したのが■R+7.5m前後のレベルであった。
第 1層 近年の耕作土層と思われる。層厚約 40cln
で黒灰色～緑灰色のシルトからなる。

第 2層 近世～中世までの耕作土層であり、層厚約
20cm、 緑灰～明黄褐色等のシルトが堆積している。

第 3層 灰褐色シルトを主体とする層で、層厚約
30cln、 上面はT,R+7.Omを前後する。土層断面
観察ではこの上面を基盤とする落ち込みのようなも

のがあった。深さ 20～ 30clnで、黄褐色系統のシ

ルトを含んでいる。撹乱により本来清状のものであ

ったかどうかは断定できない。しかしながら弥生時

代後期を主体とする遺物がコンテナに4箱近く出土

しており、周溝などに伴う出土遺物だった可含Ply■も

考えられる。

この土器群はコンテナ約 4箱である。壷と高邦が

主体で、口縁部が上を向いた状態のものが多かった。

第 4層 明黄褐色シルトを主体とする層で、層厚
10～ 20cmで、上面は■P+6.7mを前後する。
この層の上面で溝状遺構が 1条検出されている。

第 5層 灰白色粘土を主体とする層であり、層厚約
20cm、 上面は■P+6.5mを はかる。この層の上
面では小さな溝状遺構が 1条検出されている。

第 6層 暗灰色粘土や砂礫などを主体とする層であ
り、層厚は約 0.4m、 上面はT.P+6.3mを はかる。
この層は水平な状況の堆積でなく、不安定な環境下

での堆積だったと思われる。

遺構

第 2層上面 T,P+7.0～ 7.2mを前後する。低平
な畦畔状の高まりが西北から南束方向にのびてい

た。

第 3層上面遺構 調査区南側でピットが 3つ一列に
並んでいた。 3点ともに径 15cm、 深さ 10cm前後

であった。中世以降に形成されたものと思われる。

第 4層上面 溝が 1本検出された。この面のレベル
は■P+6.6～ 6.7mを前後する。
第 5層上面遺構 溝状遺構を 1本検出している。上
面のレベルはT.P+6.5mを前後する。
まとめ 今回の調査では、比較的まとまった遺物が

出土した。遺物の大半は弥生時代後期に属する。

以前、実施された都市計画道路平野中高安線の拡

幅工事に伴う発掘調査は、今回の調査地点よりも南

～南西の地点である。弥生時代に関連する遺構 。遺

物については、これらの調査地点でも今回の調査と

類似したレベルで水田面や中期に遡る自然河川など

が発見されており、今回の調査によってさらに北側

にまで弥生時代の遺物包含層が広がっていることが

確認された。今回の調査は狭い範囲で、後世の撹乱

も多かったので、遺物の性格などは不明といわなけ

ればならない。断定はできないものの本来は、周溝

墓の周囲にめぐらされた周溝に伴う遺物であった可

台留陛も想定されるものである。今後、近隣地域での

調査知見の増加が待たれるところである。

また今回の調査では弥生時代以外の遺構 。遺物は

貧弱である。耕作等により削平されたのであろう。

図 18 位置図
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大和川今池遺跡 (08010)
(1)松原市天美北三丁目 地内
(2)大和川下流流域下水道整備「今池水みらいセンター」
(3)西川寿勝

はじめに 半は地山に達していない。溝の埋め土は細かいシ

大和川今池遺跡は北に記紀に記載がある「依網  ルト、地山粘土を版築状に固めたものなどがある。
池」跡が知られ、付近は古代豪族、依網連の本拠地   今池の堤は下層にも溝を伴った。 1区検出の溝
との伝承をもつ。また、孝徳天皇の前期難波宮の中  は幅約 2mの ものが三条あり、その間が通路状の
軸真南に位置する道路状遺構が、遺跡中央を南北に  高まりになる。 2区検出の溝は幅約 6m、 深さ
貫き、これは『日本書紀』に記される「難波大道」 1.5mである。これらの溝は中世瓦などを小量含む
と推定される。「難波大道」はその後の水田条里の  のみで青灰強粘土が上面まで堆積、条里地割りに
基線となり、河内・摂津の国境にも引き継がれる。  伴う区画溝と考える。今池は条里地割りの境界に
遺跡は今池水みらいセンター (旧今池下水処理  築堤して営まれたものだろう。
場)建設などに伴い、これまで 40次以上の継続的   さらに、堤の内側にあたる今池堆積土は近世～
な発掘が行なわれている。今回の現地調査は平成  近代の遺物が多数含まれた。堆積上の一角には焼
20年 8月に開始し、翌6月 まで実施している。    土・炭・廃材を大量に含む部分があり、戦中の統

制陶磁などが確認された。大戦末期の被災廃棄物

今回調査区は今池をはさんで南北ニケ所 (南側が  などが池の埋めたてに使われたと考える。
1区・北側が 2区)に分かれる合計約 6500�である。  まとめ
主な遺構に、古墳時代後期の溝・土坑、平安～鎌倉   今回の調査は、水みらいセンター内の調査の東
時代の建物・ピット群・溝、江戸時代の井戸・牛馬  南にあたり、古墳時代後期や中世の集落域の広が
歩行痕跡などがある。 りが確認できた。また、今池堤の下層から発見さ

加えて、二つの調査区で今池の東に張り出す副池  れた井戸出土肥前磁器は大和川付け替え(1705年 )
の北堤 。南堤を調査し、近世築堤の実態とその下層  以降のものだった。今池拡張時期の実態を知る上
溝を明らかにした。

古墳時代後期の清は 2区北方の地形に沿って、西

南から東北にのびる幅約 2m、 深さ約 0.5mの不定

形で、流水堆積は認められなかった。その南の土坑

とともに、6世紀前半 (MT85時期)の須恵器蓋杯
などが発見された。

平安～鎌倉時代の建物・ピット群は 1区南端で

確認された。建物は 2間×3間の東西棟で南側は

調査区外へとのびる。北側と東側に柵列を伴う。付

近の土坑や建物上面から黒色土器・華南産白磁・束

播系すり鉢などが発見された。

井戸は 1区で 5基、 2区で 5基発見された。そ

のうち 3基は上層に木組みを施し、下層に二段の

桶枠すえた共通する構造である。他は素掘りで、遺

物を含まないものもあるが、いずれも江戸時代のも

のだろう。このうち、木組み井戸 卜5は今池堤の下

層から発見され、18世紀代の肥前磁器を伴った。

今池南側・北側の堤は幅約 6m、 高さ 1.5m以上

をはかる。池の外側に排水の溝を伴う。堤は砂利・

礫をふくむ粘土を丁寧に積み上げ、「はがね」など

と呼ばれる止水壁の清が南堤で一条、北堤で 6条、

東堤で 2条発見された。溝は幅約 0.5m程度で、大

で興味深い。

図 19 1区全景



久宝寺遺跡 (08011)
(1)八尾市龍華 2丁目地内
(2)寝屋川流域下水道整備「竜華水みらいセンター」
(3)松岡良憲

はじめに

久宝寺遺跡は八尾市の北西部に位置し、南北 1.6

km、 東西 1.8kmで約 3平方キロメートルの拡がりを

有する弥生時代から中世にかけての遺跡である。南

は跡部遺跡、西は大阪市所在の加美遺跡と接してい

る。この 3遺跡は弥生時代中期から古墳時代前期

頃の墳墓群や準構造船 。銅鐸などの遺構・遺物で特

筆すべきものが多く、同時代の河内平野の中では非

常に注目される地域である。

今回の調査は、平成 12年度から平成 16年度に

(財)大阪府文化財センターが実施した竜華水環境
保全センター水処理施設建設の事前調査に続く、附

帯施設の建設に伴う事前調査として実施したもので

ある。

調査成果

1区

水処理施設の南東端に位置し、共同溝建設の事前

調査として実施した東西幅約 5m、 南北長約 30m
の細長い調査区である。現地盤高はT.P8.4mで、 1

面が■P7.Om付近であるため、この 1面付近まで

機械掘削を行い、最終遺構面としたIP4,9m付近
の 8面まで入力による調査を実施した。この調査区

では弥生時代前期以降の遺構 。遺物を検出している

が、中でも2点特筆されるものがある。まず、古

墳時代前期に掘削された東西に直線的に延びる幅約

8m、深さ約 4mの清と、この溝北岸に堤跡を検出し、
堤の構造に「敷葉工法」が用いられていることを確

認したことである。

今一つは、この溝が氾濫堆積により埋没した後地

を利用して、径 5～ 6mの円形に掘り窪め、貯木
施設とし、木製品・木材が遺存した状態を検出した

ことである。何れの事例も同時代の発見例としては

類例の少ない貴重なものである。

2区

水処理施設の南西端に位琶し、受電設備建設の

事前調査として実施した東西約 12.5m、 南北約 9m
の調査区である。現地盤高は■P8.4mで、1面が
T,P7.Omで あるため、この付近まで機械で掘削を行

い、最終遺構面とした 13面の■P4.lm付近まで人
力による調査を実施した。この調査区でも弥生時代

前期以降の遺構・遺物を検出しているが、3点特筆

されるものがある。まず、奈良時代後半の溝による

区画と掘立柱建物等で構成される遺構群を検出して

いる。次に、以前の調査で検出している久宝寺 44

号墳の周壕と外堤の一部を検出し、この古墳の後方

部の形状を確認したことである。今一つは、この外

堤の下で検出した竪穴式建物状の遺構、人の埋葬跡、

土器集積等の遺構・遺物である。集落の一部と考え

るよりは葬送に係わる可能性が指摘出来るものとし

て重要である。

図 21 貯木施設跡

図 20 調査区位置図

図 22 奈良時代遺構検出状況

12



寺田遺跡 (08012)
(1)和泉市寺田町
(2)府営和泉寺田住宅 (建て替え)建設工事
(3)土屋みづほ

はじめ:こ

寺田遺跡は、和泉市北西部に所在し、松尾川右岸

の段丘上に位置している。既往の調査により、弥生

時代中期後半から古墳時代の竪穴住居跡や掘立柱建

物跡、流路跡のほか、中世の溝などが発見されてい

る。今回の調査は、平成 19年度の調査区の隣接地に、

幅 2～ 4m、 長さ約 120mの調査区を北西一南東方

向に設定して実施した。

調査の概要

遺構面は、 3面確認した。

第 1面では、北東一南西方向の溝を3条検出した。

溝の上辺幅は0.2～ 0.3m、 深さは約 0。 lmである。
このうち 1条は、平成 19年度の調査において第 1

面 (中世)で検出した溝に連続するものと推定でき
る。遺構から出土した遺物は土器の小片のみである

が、平成 19年度の調査成果より、中世の耕作に伴

う遺構と考えられる。

第 2面では、溝 1条と、直径 0.3～ 0,4mの ピッ

トを検出した。遺構からの土器の出土はなかったが、

土層観察より平成 19年度調査区の第二面 (庄内並

行期から古墳時代前期)に相当すると考えられるこ

とから、同時期の遺構である可能性が高い。

第 3面では、竪穴住居跡 1棟、溝のほか、土坑、ピッ

トを検出した。遺構出土の土器はいずれも弥生時代

中期後半に位置付けられる。竪穴住居跡の形状はお

そらく円形で、直径は6m以上である。住居跡内
からは、壁溝 2条、土坑 2基、柱穴 3基を検出した。

土坑は2基とも底部近くに凹状に炭層が堆積してい

る。竪穴住居跡の床面は少なくとも2回の張り直し

がなされており、それに伴う壁溝、土坑の掘りなお

し、柱の建て替えが確認できた。

まとめ

今回の調査では、中世、庄内並行期から古墳時代

前期、弥生時代中期後半の3面の遺構面を確認した。
このうち第 1面、第 2面の遺構は北西側に、第 3面

の遺構は南東側にそれぞれ集中して検出された。こ

うした遺構分布は隣接する平成 19年度調査区と同

じ状況である。

一方、今回の調査では、第 3面で検出したのは弥

生時代中期後半の遺構のみで、平成 19年度調査区

で確認した弥生時代後期の遺構、遺物は見つかって

いない。これまでの調査で、弥生時代と古墳時代で

生活域が異なっていることが判明していたが、今回

の調査により、弥生時代の中でも、時期により生活

域が変遷していることが明らかになった。

図 24 第 3面竪穴住居跡 (北西から )

図 23 調査区位置図 (5=1/10000)

つ
０

図 25 竪穴住居跡内土坑土層断面 (南西から)



衣ケ谷古墳 (o8013)
(1)岸和田市三ヶ山町地内
(2)一般府道春木岸和田線整備
(3)橋本高明

平成 20年 5月岸和田市内の道路工事現場から「山

を重機で削っていたら、大きな石が出てきて石室の

ようになっている。」との通報があった。急いで現

地を確認したところ、まさしく古墳の「横穴式石室」

の天丼石が露出していて中は空洞であった。一旦工

事を中断し、急きょ発掘調査を実施することとした。

古墳は、地元岸和田市教育委員会と協議の結果『衣ケ

谷古墳』と命名した。

古墳は、北東から南西にのびる丘陵の南側斜面を

切り盛りして造成した平坦面上に造られている。

調査の結果一辺 10m程度の比較的小さな方墳で、
主体部は南東に開く横穴式石室 (無袖)を有する 7

世紀初頭に造られたものであることがわかった。

石室の全長は約6m、 奥壁近くの床幅は 1.lm、

高さは 1.2m、 天丼石は 6枚で、石室の石材は大半

が地元で産出する花聞岩を用い、一部砂岩 (川原石)

を積んでいるが、羨道部は内側に崩れている。玄室

部分の床面は平坦であるが、羨道部分の床面は入り

口に向かって緩やかに傾斜している。

副葬品として須恵器 (杯身、杯蓋、高杯、壷)、

土師器 (杯身、杯蓋)、 他には釘、耳飾 (金環)が
出土した。 図 27 石室 (玄室・奥壁)
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千里丘遺跡 (o8014)
(1)摂津市千里丘 1丁目
(2)都市計画道路千里丘三島線整備
(3)小川裕見子

はじめ

`こ千里丘三島線道路改良事業及び」R千里丘駅前再

開発に伴い、」R千里丘駅束口と西口とを線路を

くぐって結ぶ小坪井架道橋の拡幅工事が行われてい

る。この遺跡ではこれまでに、平成 17年度は当該

道路の北側、」R線路西脇を 200�、平成 18年度
はその西側に隣接する 178だ、平成 19年度はさら

に西側を 157∬に渡って調査をおこなった。

これまでの調査では、耕作の痕跡と柱穴を中心に、

近世収降、中世、古代以前の 3つの遺構面で遺構・

遺物を確認した。また、平成 17年度調査においては、

縄文時代のものと見られる地層より 130点余 りの

サヌカイト製石器の集積を検出した。

また継続的な調査の結果、当初は調査箇所のみ点

在的に登録されていた千里丘遺跡群が同一の性格を

もつことがわかり、平成 18年度調査の後に、遺跡

の範囲拡大をおこない千里丘遺跡として改めて登録

された。今回報告する平成 20年度調査区はこの西

端に位置する。また、平成 18年度の修正時には、

周知の遺跡範囲に本調査区の西側は含まれていな

かったが、発掘調査に先立って実施した試掘調査の

結果、一部を除いて遺構の広がりが確認されたため、

遺跡の範囲拡大を再度おこなった。

調査の概要

平成 20年度の調査もこれまでの調査と同様に、

耕作の痕跡と柱穴を中心とする遺構を検出した。出

土遺物は少ないが、中世の遺構面を中心に、陶磁器。

瓦器 。土師器・須恵器が出土した。

遺構が検出された文化面は主に 3面存在し、各々

①近世、②中世 I(12～ 14世紀頃)、 ③中世Ⅱ (10
～ 12世紀頃)における耕作・建物の痕跡を中心と
した遺構を検出した。東側の調査区と比較して、地

山が西へいくほど上昇しており、地山上で検出した

遺構も出土遺物から推定して、中世に属するもので

あった。特に、時代が遡ってからの中世Ⅱの遺構面

においては、主だった遺構はほぼ東西方向の鋤溝群

のみであった。また、各々の時代を特徴づける陶磁

器・瓦器・黒色土器 。須恵器・土師器などの遺物が

出した。須恵器や土師器の中には、古代以前に遡る

ものも出土したが、それらは中世における耕作の際

に巻き上げられたものであり、それらに伴う遺構は

既に削平され、確認できなかった。また、調査前に

存在していた建物の基礎が一部深い部分もあり、攪

乱が著しい箇所も存在したため、以前と比べて検出

遺構・出土遺物ともに少ない調査であった。

まとめにかえて

平成 20年度調査地は交差点に隣接しており、赤

信号の待ち時間などに通行人が調査の様子を覗き込

む様子がしばしば見られた。このため、調査状況の

速報的な情報を出土遺物の写真とともに調査区を囲

う外壁に掲示し、遺跡の周知をはかった。また、こ

の調査をもって当該事業に伴う千里丘遺跡の調査は

終了した。道路改良事業の本体工事とともに長期に

わたって継続した工事であるため、その間に近隣住

民に文化財の存在及び文化財調査の必要性に関する

認識が広がったように感じられる。今後は、工事に

伴い不便をも被った近隣住民に、本調査成果の還元

方法を探りたい。
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図 29 第 5遺構面
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難波宮跡 (o8015)
(1)大阪市中央区森ノ宮中央 2丁目
(2)府立青少年会館用地売却
(3)藤澤真依

大阪府立青少年会館用地売却に伴う遺跡の確認調

査である。史跡難波宮跡の東に道路を隔てて面して

おり、道路部分が崖面になっていた。道路部分は昭

和 46年に大阪市により調査が完了している。その

ときの調査では難波の宮に関連すると考えられる柱

跡等が検出された。青少年会館の用地内でも過去に

2度の調査が行われており、大阪城に関係する堀跡

や江戸時代の井戸が検出されている。

今回は会館の西北にA区、南側にBl～ 3区の4
調査区を設定した。

A区現標高は■R+19.5m、 遺構検出面は西端で

T.R+18.5m、 東端で■R+16.8mを 測る。西側から

東側にかけて、灰色土、灰褐色土、赤褐色土などが

斜め方向に堆積しており、江戸時代の瓦が少量出土

した。江戸時代の整地埋め土と考えられる。

B区 は幅 2m、 延長 19.5mを測る。 B区の現

標高は TP+18.3mを 測る。 B-1区 南辺 とB-2

区西端では石垣を検出した。石垣上面の標高は

■R+17.9mを測る。 B-2区からB-3では堀跡を検
出した。■R+15,6mま で掘削したが、底部の確認

はできなかった。灰黒色粘土・黒色粘土が厚く堆積

しており、江戸時代の陶磁器が多量に出土した。堀

跡の上層ではレンガ積みの旧陸軍建物基礎を検出し

た。堀の埋土中層あたりまでレンガ等が出土するこ

とから、旧陸軍建物が建築される直前まである程度

堀としての機能を有していたと考えられる。

i口
徴

図 31 調査区配置図

図 32 Aト レンチ (西より)

図 30 調査地位置図
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山城廃寺 (o8016)
(1)南河内郡河南町大字山城宮前 地内
(2)府営ため池等整備「山城新池地区」
(3)杉本清美

はじめ

`こ河南町大字山城宮前に所在する「山城新池」にお

ける府営ため池等整備事業 (南河内農と緑の総合事

務所)に先立ち、昨年度に引き続き山城廃寺の発掘

調査を実施した。今年度は、「山城新池」の東堤体

部 (南北約 75m)で、調査区を 4区とした。調査
面積は約 270∬を測る。

調査成果

今回の調査では、主に奈良時代から平安時代頃の

建物ピットと溝、古墳時代以前に相当する溝や不定

形な落ち込みなどを検出した。

現堤体の盛土及び旧耕土層を除去すると、調査区

中央部付近で、東西方向に延びる耕作溝跡を数条検

出した。埋土内からは、土師器羽釜、皿、杯、黒色

土器椀などの細片が出土した。調査区の北半部では、

検出径 0.2～ 0.5mを測る数多くのピットと土坑、

清などを検出した。概ね、南北方向に並ぶ建物ピッ

ト列を確認することができた。ピット内からは、土

師器杯、皿、羽釜などの細片が出土した。溝は、南

北方向に直線的に伸び、さらに東側へ折曲するもの

で、検出幅 1.0～ 1.2mを測る。埋土内からは須恵

器杯蓋、土師器片などが出土した。

調査区の南半部では、地山直上面で東西方向に延

びる深い溝や大型の不定形な落込みなどを検出し

た。遺物が含まれないため時期は確定できないが、

古墳時代以前に相当するものとみられる。

このほか、「山城新池」が築造された頃のハガネ

部を確認することができた。「山城新池」は、石川

東側の河岸段丘に続く丘陵地帯に位置し、古くから

水利が困難なところであったため、明治 27年に新

たに築造された池である。昭和 28年には、さらに

北側に拡張し現在の池の形となっている。堤体の構

造を垣間見ることができた。

まとめ

調査の結果、奈良時代から平安時代に相当する集

落域が南側に広がることが確認できた。また、「山

城新池」築造以前の旧地形が起伏に富んでいたもの

であることがわかった。

山城廃寺周辺では、これまでに建物の礎石や白鳳

時代の瓦片などが採集されている。発掘調査の成果

をふまえ、古環境の復元に努めたい。

図 34 山城廃寺周辺の遺跡

図 35 調査区位置図

図36 山城廃寺4区全景 (北から)
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金岡遺跡 (o8017)
(1)堺市北区金岡町
(2)府立金岡高校下水道放流切替え
(3)藤沢真依

金岡遺跡は、高校新設前の昭和 48年に発掘調査

を行っており、弥生時代から中世までの遺物を出土

するが、古代から中世の集落跡である。

今回は、建物跡の検出された高校西部を中心に 2

m× 2mの調査区 4箇所、1,4m× 1.3mの調査区
1箇所と2m× 2mの調査区をつなぐように幅 1.0
～ 1.5mの管路部分を延長約 100m、 合計 140�

を調査した。遺構は柱穴・溝 。土坑等を検出し、古

代から中世の遺物を出上した。

管路部分は体育館とプールの間を西から東にの

び、さらにプールの東端で南に屈曲する。調査地の

標高は T.ユ+32.2m、 遺構検出面の標高は 31,0～

31.3mを測る。前回の調査でプールと体育館部分

で建物が 8棟検出されており、今回も 1辺 0.5～ 0.6

mの隅丸方形の柱穴を検出した。ただ調査区幅が狭
いため建物規模は確認できなかった。溝状の落ち込

みは数条検出され、前回の調査結果に非常によく似

ているが、前回報告されていた弥生土器 。埴輪等は

出土せず、飛鳥時代から鎌倉時代の遺物を出土した

が、完形品は 7世紀後半の杯蓋が 1点出土しただ

けである。

図 38 調査区配置図 (1/1500)

図 39 1区遺構検出状況 (西から)

―

―

―

―

‐

図 37 調査地位置図 図40 8区遺物出土状況 (西から)
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倉治遺跡 (o8018)
(1)交野市倉治 1丁目地内
(2)第二枚方警察署 (仮称)建設
(3)小林義孝

はじめに

倉治遺跡は免除ナ||が形成した扇状地とそこを開

析した谷地形に展開する。この遺跡は早くから遺物

の散布が知られていたが、ほとんど調査の事例がな

く、その実態は明らかでなかった。

2005・ 2006年度に近接して建設される第二京

阪道路へのアクセスとして計画された主要地方道枚

方大和郡山線の予定の発掘調査を (財)大阪府文化
センターが実施した。ここでは古墳時代の区画遺構

が検出され、開析谷からは古墳時代から中世にわた

る多数の遺物の出土をみた。今回の調査区はその西

側に当たる。

調査方法

建築予定地 (約 3700� )に 2箇所 (60m× lm、

10m× 2m)の調査区を設定し、機械および人力
により、土層の変化、遺構 。遺物の有無、およびそ

の検出深度の確認を行った。

調査結果

現代の耕作土と耕作地造成時の盛土 (合わせて約

30cm)を取り除くと古墳時代から中世の遺物を含
む土層 (遺物包含層)が確認できた。当該予定地は
東から西にわずかに傾斜しているため遺物包含層は

東側で薄く、西側で厚い。平均して 25cm前後を測
る。

トレンチの全域から土坑、ピット等の遺構が検出

された。遺構の埋土の上質と色調に差異が認められ

複数の時期の遺構が重複していると推測される。遺

物包含層や遺構の上面からは、古墳時代の須恵器、

中世の土師器などが出土しており、これらが遺構の

時期を示すものであると考えられる。

まとめ

当該予定地における確認調査においては、遺構 。

遺物が確認された。事業の実施にあたっては、発掘

調査が必要であると判断された。

図43 調査区全景 (西から)図 41 調査区の位置 (S=1/15000)

図42 遺物包含層検出状況
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和泉寺跡・府中遺跡 (08019)
(1)和泉市府中町 4丁目
(2)都市計画道路大阪岸和田南海線整備
(3)土屋みづほ

はじめに 今回の調査地点は、平成 17年度、18
年度の試掘調査により遺構、遺物を発見し、和泉寺

跡、府中遺跡の範囲拡大を行った箇所である。北東

―南西方向に幅約 20m、 長さ約 60mの調査区2本
を設定し、調査を行った。以下では、それぞれ北東

区、南西区と呼称する。両調査区すべてが府中遺跡

内に、南西調査区の一部が和泉寺跡内に該当する。

調査の概要 (北東区)】ヒ東区では、遺構面を 3面

確認した。

第 1面では、北西―南東方向および北東工南西方

向の溝を検出した。遺構内からは瓦器、土師質土器

などが出土した。中世の耕作に伴う溝と考えられる。

第 2面では、直径 0.4～ 0.5mの不整円形の柱穴、

ピットを検出した。遺構内からは、瓦器、土師質土

器などが出土しており、中世前期に位置付けられる。

第 3面では、溝、土坑、ピットを検出した。遺構

内から出土した土器は小片のみで、詳細な時期は不

明である。ベース層および遺構面直上の包含層出土

遺物より、古代から中世前期に位置付けられる。

第 3面のベース層以下を除去すると、砂礫層を検

出した。砂礫層上面は、南西側に向かって約 lm落
ち込み、調査区南西端で立ち上がっており、自然流

路跡と考えられる。砂礫層の直上層は須恵器、瓦な

ど古代の遺物を含んでいることから、この時期以降

に埋没したと考えられる。

調査の概要 (南西区)南西区では、遺構面を 2面
確認した。

第 1面では、北東区第 1面と同様の溝を検出して

おり、同じく中世の耕作に伴うものと考えられる。

第 2面では、3棟の掘立柱建物跡のほか、井戸、清、

土坑、柱穴、ピットを検出した。柱穴は一辺 0.3～

0.6mの不整円形である。遺構内からは、瓦器、土

師質土器などが出土しており、中世前期に位置づけ

られる。

第 2面のベース層以下を除去すると、砂礫層を検

出した。砂礫層上面は、南西側に向かって約 lm落
ち込み、調査区南西端でやや立ち上がっており、自

然流路跡と考えられる。砂礫層の直上層は弥生時代

後期後半から庄内並行期の土器を含んでいることか

ら、この時期以降に埋没したと考えられる。自然流

路跡内では、弥生時代後期後半から庄内並行期の土

器が多く出土し、ほぼ完形の土器がまとまって出土

した箇所もある。人為的におかれたものである可能

性が考えられよう。

まとめ 和泉寺跡は、古代寺院として古くから知ら
れてきた遺跡である。今回の調査では、寺院と直接

関係する遺構の発見はなかったものの、古代の瓦、

須恵器などが出土していることから、周辺に該期の

遺構が存在する可能性が考えられる。また、府中遺

跡についても、これまであまり調査がなされていな

かった遺跡の南東部において、中世の建物跡、弥生

時代後期後半から庄内並行期の大量の土器の出土な

ど、新たな知見を得ることができた。

図46 南西区第2面 (南西から)

図45 調査区位置図 (S=1/10000) 図47 南西区自然流路土器出土状況 (東から)
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かわかみ じんじゃ

鳩原遺跡・川上神社遺跡 (o8020)
(1)河内長野市鳩原
(2)府営農村振興総合整備「河内長野和泉地区」
(3)小山田宏一

はじめに

鳩原遺跡・川上神社遺跡は、石見川の河谷にある

中世以降の遺跡である。標高は約 240～ 292m。

調査は、圃場整備予定地内に 43箇所の調査トレン

チ (2× 2m)を設置した。
調査結果

圃場整備予定地のほぼ全域に、中世の耕作地が拡

がっていることを確認した。この調査結果をうけて、

平成 21年 3月 31日付けで、新たに鳩原東端遺跡、

鳩原西端遺跡、奥田井遺跡の 3遺跡が周知される

に到った。また鳩原遺跡は、国道 310号線を越え

て東に拡大し、遺跡範囲の東端が川上神社遺跡に接

するようになった。

基本層序は、現代耕作上、近世耕作土、中世耕作

土、土石流堆積である。中世耕作土は土石流堆積を

攪拌して形成したもので、畠地と田地がある。

鳩原遺跡内から、中世の集落遺構を検出した。検

出地点は、川上神社遺跡の西の高台に設定した調査

トレンチ 10・ H、 石見川の段丘崖に近い調査トレ

ンチ 19である。

調査トレンチ 10・ Hは、柱穴群を検出した。柱
穴は最大規模で 0,7m四方である。柱穴の埋土から、

鎌倉時代の土師器小皿と瓦器椀が出土した。調査ト

レンチ 19は、近世の耕作土から多量の中世土器片

が出土した。近くにあった中世包含層が客土された

のであろう。

まとめ

この鳩原地区は、以前から中世観心寺の荘園の所

在地として知られていた。今回の確認 。試掘調査に

よって、当地には、文書から知られる荘園の経営年

代に矛盾しない集落遺構と耕作地が広がっているこ

とが判明した。

現耕作地と中世耕作土の分布は、かなりの確率

をもって重なり、鳩原地区の景観は、中世からさほ

ど変わっていないものと考えられる。

図49 サII上神社西の張り出し

図48 河内長野市鳩原地区
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図 50 鳩原遺跡の柱穴群



芹生谷遺跡 (08021)
(1)南河内郡河南町中地内
(2)一般国道 309号 (河南赤阪バイパス)整備
(3)上林史郎

はじめに

芹生谷遺跡は、平成 19年、試掘調査によって新

たに発見された遺跡である。

今年度の調査は、道路敷き東側の擁壁部分と水路

部分の発掘調査である。

調査区は、幅 1.2m、 長さ 290mと 、町道北側
の横断水路部分幅 2m、 長さ 21mの合計約 610M
である。

なお、本調査区の東南部に接して、国史跡金山古

墳が立地している。金山古墳は、段丘先端に築造さ

れた全長 86mの双円墳であり、北丘には大型横穴
式石室が開口し、玄室と羨道には形式の異なる家形

石棺が一基づつ納められている。 6世紀後葉の築造

が想定される。

調査の成果

今回の調査では、細長い調査区にもかかわらず、

さまざまな成果が得られている。

本遺跡周辺は、金山古墳以外では調査例がなく、

初めての平野部の調査にあたる。予想通り、古墳時

代後期の柱穴群が三ヶ所で検出されており、規模は

わからないものの、掘立柱建物の存在が想定される。

また、鎌倉時代の柱穴や大規模な落ち込みも検出

されており、良好に坪割が遺存している本地域の条

里制を解明する資料となる。 図 52 鎌倉時代大落ち込み

サ々
」‐
れ、

ケ
常
イヽ

図 51 古墳時代柱穴群 (南から )

(南西から)

図 53 調査区位置図
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禁野本町遺跡 (08024)
(1)枚方市禁野本町 2丁目
(2)都市計画道路枚方藤坂線整備
(3)横田 明

はじめに

禁野本町遺跡は、枚方市中央部に位置する。弥生

時代から中世にかけての複合遺跡であり、禁野本町、

中宮北町、中宮本町、御殿山南町にかけて広がって

いる。今回の発掘調査は都市計画道路枚方藤坂線整

備事業に伴う事前調査であり、平成 19年度にひき

つづくものである。調査対象は禁野本町 2丁目、枚

方市民病院の西側で、市立保健センターの南側の地

点であった。

調査成果

本調査区は天野川の右岸、交野台地の西端部分に

あたる。調査地点は台地の段丘崖にかかり、段丘直

下の低地とは約 20mも の比高差がある。対象地は
延長約 60m、 幅数mの細長い道路敷地で、敷地内
には斜面を造成したことによる段差が顕著であり、

東から幅 20m、 15m、 15mの 3本のトレンチを
一直線にならべるように設置した。

実際に調査をしたところ地表から50～ lm下ま
で近年の造成に伴う造成土であり、その下からは赤

褐色の段丘の構成土が露出した。しかしながら、顕

著な遺構、遺物は発見できなかった。

まとめ

今回の調査地点は既存の府道の横であり、台地上

から下におりる坂道の途中にあたる。道路を設置

する際にすでに大規模に削平されたようである。し

かしながら、今回調査区のすぐ北側の保健センター

地点では平安時代のまとまった遺構が発見されてい

る。本来は、禁野本町遺跡の最も西端にあたる遺構

群が存在したものと思われる。

図 54 位置図
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図 55 調査区位置図
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池内遺跡 (08027)
(1)松原市天美東 2丁目・ 4丁目
(2)都市計画道路大阪河内長野線整備
(3)服部文章

調査は、都市計画道路府道大阪河内長野線建設  ている池内遺跡とはやや異なった堆積とほぼ 13世
予定地の内、現在建設工事が進められている阪神高  紀前後に限定される出土遺物で構成されており、周
速道路大和川左岸線の南側から府道堺大堀線に至る  辺における既存の遺跡とは分離して捉えられるべき
間、延長約 400mを対象として実施した。道路建  様相を示している。
設予定地は幅員約 35mを測るため、道路延長に沿   なお上之池の区域に関しては、今回は試掘調査を
って東西両サイドに幅約 2mの トレンチを設定す  実施していない。今後、既存のボーリング調査デー
ることを基本として実施した。対象区域の中央南側  夕等を参考にしつつ、 3区・ 4区の区域と5区・ 6
付近には、上之池と呼ばれる溜池が存在する他、現  区の区域の間に遺構面 。遺物包含層が遺存する可能
道や水路等が存在するため、調査区はそれらによっ  性の有無について慎重に判断する必要が残されてい
て分断され、北端の西側調査区を 1区、東側調査区  る。
を2区、市道を挟んで上之池までの間の西側調査区

を 3区、東側調査区を 4区、上之池南側から府道

堺大堀線までの間の西側調査区を 5区、東側調査区

を6区として実施した。各調査区においても小規模

な水路等を存置する必要がある部分については、調

査区を分割してトレンチを設定して実施した。

調査は、重機により盛土及び現代耕土等を除去し、

遺物包含層の有無等を慎重に判断しつつ下位の層位

について人力により掘削し、遺構 。遺物の有無を確

認すべく土層断面の精査を行った。また遺構面が確

認された部分では遺構検出を行い、検出された遺構

については、掘削は行わず検出状況の実測及び写真

撮影を行うにとどめた。

調査の結果、現状において池内遺跡として周知さ

れている 1区・ 2区の区域では、古代から中世にか

けての集落遺跡や耕作に伴う遺構が、現耕土及び床

土層直下で顕著に遺存することが確認された。

3区・ 4区では集落域の南限付近を西北西から東

南東方向に開削された大溝が検出されるなど、例在

の周知範囲の南側へ遺構及び遺物包含層の遺存する

遺跡範囲が広がることが確認された。

この大清は、上部の幅約 3mを測り、 2段掘り
状に開削されており深さは約 80clnを測る。遺物は

検出されなかったため開削時期や埋没時期について

は不明であるが、堆積状況や層位からみて古代以前

に遡る可能性が高い遺構と判断される。

上之池の南側に当たる5区・ 6区の区域では、顕

著な中世 (13世紀頃)の遺物包含層が確認され、
その下面では溝などの遺構を伴って当該時期の水田

遺構等が遺存することが新たに確認された。しかし

ながら5区・ 6区の区域で新たに発見された遺構・

遺物包含層は、上之池を挟んでこれまでに周知され

図 56 調査区配置図
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図 57 3区大溝断面



か み

ヵ口ぅe差曇励小(o8030)
(1)八尾市西久宝寺～大阪市平野区加美東 6丁目
(2)久宝寺緑地橋梁整備
(3)宮崎泰史

はじめに

加美遺跡は、大阪市平野区加美東を中心に広がる

縄文時代晩期から中世にかけての大規模な複合遺跡

である。今回の調査は久宝寺緑地内の東西方向の用

水路にかかる橋梁 (5番出入り口橋)整備 (防災用
橋梁築造)に伴う事前調査である。過去おいては久
宝寺緑地橋梁整備工事については 2004年度に三ヵ

所 (A区・B区)で実施している。一連の調査とい

うことで、調査地点をC区と呼称する。C区は B区

の北約 100mの地点である (図 58)。

調査の概要

調査は、北側に歩道があるため L字形に鋼矢板

を打設し、その後に現川床面および北 。南護岸のコ

ンクリートのはつり作業をおこない、機械で盛土を

除去した後にT,P.+4mま で人力掘削を行った。
基本層序はB区西壁とほぼ同じ土層の堆積を示して

いるが、A区・B区と同様に中央部に現在の用水路
が流れているため、古墳時代の面まで破壊が及んで

いた。また、南側および北側の護岸部分についても

想像していた以上に改良が加えられていたため、第

1層～第 3層は部分的に確認されただけで、平面

的な調査は不可能であった。

調査によって第 5層上面で南東から北西方向の畦

畔 (図 59)三条、そして水田面を覆う氾濫堆積土
の第 4層 (オ リーブ灰色粗砂)中から古墳時代前
期 (布留式)の高郷 。甕形土器などが出土した。第
6層 (緑灰色シルト～灰色砂)及び第 7層 (暗オリ
ーブ灰色粘土)中からは遺物は出上していない。な
お、第 5層上面のレベルは4.7～ 4.8mで、層中よ

り古墳時代前期 (布留式)の甕形土器が出上してい

る。

まとめ

第 5層上面で検出した水田畦畔の時期は前回の B

区での調査では出土遺物から遺構の年代を決定する

ことが出来なかったが、今回の調査で水田面を覆う

氾濫堆積土および耕作土中から出土した土器から、

古墳時代前期 (布留式)であることが明らかとなっ
た。また、古墳時代前期においては、周辺での大阪

市文化財協会の調査例から調査地の西側一帯は水田

域として利用していたことが想定されているが、今

回の調査によって、生産域がさらに東に広がること

が明らかとなった。

図 58 調査区位置図
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図59 第 5層上面 (北半部)畦畔 (南から)



田尻遺跡 (o8034)
(1)泉南郡田尻町吉見地内
(2)一般府道新家田尻線歩道設置
(3)中野篤史 (田尻町教委)、 橋本高明

田尻遺跡は、田尻町の中央部の標高 5～ 7mに
位置する弥生時代から近世にかけての複合遺跡であ

る。

これまでの調査では、弥生時代から奈良時代の溝

や近世から近代にかけての粘土採掘坑などの遺構が

検出されている。また、弥生土器。須恵器・土師器・

瓦器・陶磁器・瓦等の遺物が出土している。

今回の調査は、一般府道新家田尻線歩道設置工事

に伴う発掘調査である。調査は大阪府教育委員会と

田尻町教育委員会で発掘調査に関する協定書を締結

し、共同調査として実施した。

調査面積は約 120∬ である。検出した遺構は、

大溝のほか近世井戸 1基、近世～近代の粘土採掘坑

等である。遺物は包含層より土師器、須恵器、瓦器

等の破片が出土している。

今回、調査区の南部で検出した大清は東西方向

の流路で、推定される溝の幅は約 15m、 溝の南部

での深さは約 80cm、 北部での深さは約 2mを測る。
溝の南部が浅く北部が深いことから蛇行する流路で

あり、今回検出した部分は北に湾曲している部分で

あると思われる。溝の埋土には灰色系の粘土が堆積

し、砂層の堆積はほとんどみられなかったことから、

一時的に流路が蛇行したのち上流部で流路が変わり

取り残されて徐々に埋まったものと考えられる。最

終的に埋没した時期は不明であるが、灰色粘土中よ

り瓦器片が出土していることから中世の段階ではま

だ完全に埋没していなかったと思われる。

灰責褐色砂質土 (10YR4/2)
暗灰黄砂質土 (25Y4/2)
黄灰色粘土 (25Y4/1)
砂混じる黄灰色粘土 (25Y4/1)
砂混じる灰色粘土 (75Y4/1)
灰色粘土 (75Y4/1)

図 60 調査地点位置図 (1/5000)

① 灰色粘土(75Y4/1)
⑩ 灰色シルト(75Y4/1)

①
②
③
④
⑤
③
⑦
③

盛土

耕土

床土
灰責掲色砂質土 (10YR4/2)
地山混じる灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)
灰費掲色砂質土 (10YR4/2)
暗灰黄色粘質土 (25Y4/2)
灰黄掲色砂質土 (10YR4/2)

推定される大溝

図 62

大溝平面図

土層断面図

図 61 溝検出状況
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【資料紹介】

平 野 屋 新 田 会 所 跡 ―江戸時代の農業経営の姿を残す―

はじめIE

平野屋新田会所跡は大東市平野屋 1丁目315番

地に所在する。残念ながら現存していた建物につい

ては、平成 20年 1月～ 2月にかけて行われた所有

者による解体工事ですべて消失してしまったが、建

物の礎石や庭園等は、遺構として遺存しており、大

東市教育委員会は国庫補助事業として、遺存状況の

確認調査を平成 20年 5月 9日から同年 6月 13日

に実施した。本府教育委員会は大束市教育委員会の

依頼により、この確認調査の実施に協力した。調査

の結果上屋解体工事で瓦礫が散乱した状態になった

にもかかわらず、建物基礎や庭園等が遺構として比

較的良好に遺存していることが確認できた。以下、

確認した遺構の状況を紹介する。

1.建物跡

主屋 。座敷棟 (おもや 。ざしきとう)

東西方向棟行約 31m、 南北方向梁間約 15mの
東西に長い建物である。当初は主屋棟と座敷棟が別

棟であった (平成 14年 3月 の上屋建物調査報告)

と考えられており、今回の発掘調査においても棟行

7間 。梁間5.5間の主屋棟、棟行 6.25間・梁間 4.5

間の座敷棟が、幅 1間・長さ 2間の「渡り部」で

繋がっていたと推測される礎石配置を検出した。こ

の渡り部はその後、前後に玄関。中の間。茶の間を

増築し、渡り部自体は押し入れ 。床等に改築された

ものと考えられる。年代としては平成 14年 3月の

報告にあるように、発見されている棟札より座敷棟

は、明治 25年 (1892年 )の上棟とされ、主屋棟
はこれ以前、18世紀中頃まで遡る可能性を指摘さ

れている。となると「大正 7年写し絵図」では繋が

った一棟の建物として描かれており、明治 25年か

ら大正 7年の間で増改築され一棟の「主屋・座敷棟」

となったものと推察される。次に、検出した主屋棟・

座敷棟は使用されている礎石の多くに転用が認めら

れ、また、束石に古い建物のものが残置されたまま

のものがあることから、前身の主屋棟 。座敷棟があ

ったと推察できる。今回の調査においては、主屋 。

座敷棟の遺構保護からこれ以上の確認作業は実施し

ていない。

表長屋門 (おもてながやもん)

東西方向棟行約 22.5m、 南北方向梁間約 5mの
建物の西側に前面を揃えて、東西方向棟行約 1l m、

南北方向梁間約 2.5mの部屋を造る。東西約 33.5

mの長い建物のやや東寄りに扉構えの礎石等を検出
した。扉構え東側は三部屋に区切られて、西側も前

述の東西に細長い部屋を含めて三部屋に区切られい

るが、束石等は解体時に失われたと思われ、殆ど遺

存していない。ただ、一部で床と思われる板を並べ

た構造が遺存していた。この長屋門は伝わる話から、

昭和 9年 9月 の室戸台風後再建されたもので、そ

れ以前の長屋門の遺構としては、東端の南北方向の

雨落ち溝が花南岩を並べたものであり、再建時その

まま利用したものと思われる。また、長屋門北辺の

門構え西側部分で雨落ちと思われる平瓦を並べた幅

20cm程の溝を確認している。また、「大正 7年写
し絵図」に見られる居宅部分にも礎石が遺存するこ

とを確認した。

裏長屋門 (う らながやもん)

東西方向棟行約 12m、 南北方向梁間約 4mの建
物である。東西の中央に 2間幅の扉構えを、その

両側に同じく2間四方の部屋を検出した。2つの部

屋は南側、屋敷地側に入口を持つ。部屋の束石は、

解体に伴い元位置を移動したものがあるが、比較的

遺存状況は良好である。この長屋門の記録等は今の

ところ確認されていないため、いつ頃のものか仔細

は不明である。長屋門北面東側には、この門に繋が

る高塀の石積みが遺存しており、これを避けて長屋

門北面西側で下層確認を実施したところ、布基礎の

石の下に、礎石や壁土と思われる粘土塊を確認した。

また、扉構え東側の部屋の北面布基礎の石の下にも、

礎石の遺存が認められ、下層遺構として、裏長屋門

の前身建物の基礎が遺存していると思われる。

土蔵① (屋敷蔵 やしきぐら)
主屋・座敷棟の北、裏長屋門の東に位置する東西

方向棟行約 6.8m、 南北方向梁間約 5.5mの建物で

ある。花南岩切り石積み石垣の上に、入口部のみ花

南岩で他は凝灰岩の布基礎が比較的良好に依存して

いた。布基礎の内側は、一部の束石と束石の上に直

に置かれた根太が一本のみ遺存しており、解体時に

破損したものと思われる。蔵入口の前には0.5間 ×

2間分の礎石が 6箇所遺存している。この屋敷蔵も

棟札が発見されており、その記載から、前身建物は

享保 10年 (1725年)のもので、明治 26年 (1893
年)に再建されたことがわかる。石垣や布基礎、蔵
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西側の雨落ち溝を見る限りは 18世紀前半頃まで遡

る可能性がある。

土蔵② (米蔵 こめぐら)
屋敷西北隅に位置する東西方向棟行約 22m、 南

北方向梁間約 6mの東西に長い建物である。花蘭
岩切り石積み石垣の上に、凝灰岩の布基礎が比較的

良好に依存していた。内部は東から約6m、約 10m、

約 6mの間隔で布基礎が比較的良好に遺存してお
り、3室に仕切られていたことがわかる。各室には

南面する出入り口が設けられており、出入り口前面

には角石を用いた斜路を造り付けている。布基礎の

内側は、平成 16年に不審火により屋根が焼け落ち

て壁だけの状態になり、解体時の破損とあわせて、

束石や焼けた板材が散乱する状況であった。この蔵

については、記録・言い伝え等は確認されておらず、

建物の時期は不明である。花闘岩切り石 5段積み

石垣の上の布基礎に凝灰岩と砂岩が混在することか

ら、18世紀まで遡る前身建物があり、その基礎を

再利用して土蔵が立てられていたと推察している。

土蔵③ (道具蔵どうぐぐら)

屋敷西北隅に銭屋川を背にして位置し、米蔵と直

角に接する南北方向棟行約 11.5m、 東西方向梁間

約 4mの南北に長い建物である。花南岩切り石積
み石垣の上に、凝灰岩の布基礎が比較的良好に依存

していた。内部は米蔵のように室を仕切る布基礎は

認められなかったが、南北棟行方向の中央で半間幅

に 3箇所の礎石が有り、壁で仕切られて南北 2室

になっていたと考えられる。各室には東面する半間

幅の出入り口を設けており、出入り口前面に角石を

用いた階段を造り付けている。この蔵についても、

記録・言い伝え等は確認されておらず、建物の時期

は不明である。花蘭岩切り石積み石垣の上の布基礎

に凝灰岩と砂岩が混在することから、18世紀まで

遡る前身建物があり、その基礎を再利用して土蔵が

立てられていたと推察している。なお、北室には解

体時 10数基の踏車 (水車)が保管されており、市
教委により現在移動して保管されている。

土蔵④ (道具蔵 ?)

屋敷西端中央部に銭屋川を背にして位置する。南

北方向棟行約 6m、 東西方向梁間約 5mの建物で
ある。「大正 7年写し絵図」には見られるが、他の

蔵と異なり建物解体時はすでにほぼ埋没した状況で

あった。花南岩切り石積み石垣の上に花聞岩の布基

礎が置かれ、布基礎内部は束石が比較的良好に依存

していた。建物の東面中央ややゴヒ寄りには半間幅の

出入口を設けており、米蔵と同様に出入り口前面に

角石を用いた斜路を造り付けている。なお、束石の

間から農具や工具等の鉄器が出土しており、この蔵

の収蔵品と考えられる。この蔵についても、記録・

言い伝え等は確認されておらず、建物の時期は不明

である。花南岩切り石積み石垣の上の布基礎にも花

南岩を多用することから、他の建物と年代的に異な

る可能性があるが、仔細は今のところ不明である。

2.庭国

築山 (つきやま)

屋敷地東端、座敷の東側正面に幅 6～ 8m、 長

さ約 35m、 高さ 1.5～ 2mで、南北に細長く僅か
に湾曲して築かれた「築山①」と、屋敷地南東隅

に築山①に 1から2m間をあけて直角に幅約 8m、
長さ約 25m、 高さ 1.5～ 2mで、東西に細長く築
かれた「築山②」があり、庭園の東と南を画してい

る。築山には、配石・灯篭等が遺存していた。座敷

から眺めると、借景としての生駒山系と築山①の形

状が相似形のようである。また、築山②は遠景とし

てある三上山系・金剛葛城山系に重なる様である。

池 。橋

南北に細長く僅かに湾曲して築かれた築山①の西

裾に沿うように幅 2.5～ 8m、 長さ約 30m、 深さ

0,5～ 0.8mの池を掘削している。築山の裾、池の

東岸は単純でなく、入り組んだ状況を造っている。

対する座敷側の池西岸は単純に緩やかな円弧を呈し

ており対照的である。池の周囲は径 30～ 50cmの

礫を 1か ら数段で並べている。池の北側で幅2m
程に狭くなったところには、石橋が架けられていた

が、現在は壊れていて、石材の一部も失われている

ようである。橋の基礎は一部壊れてはいるが、池の

周囲の石と同様のやや大きめの礫を用いて「崩れ石

積み」の技法で造られたものが比較的良好に遺存し

ている。池の南端やその他の石積みも技法的には同

様と考えられる。

流れ (流れ障 ながれつくばい)
座敷の北東隅から池の西岸中央部に向けて岩を配

し拳大の礫を敷いた長さ20m程の「流れ」を造っ
ている。座敷の北東隅に岩で囲まれた部分があり、

三和土と礫で造作しており、何かを据えていた痕跡

が認められる。障の様なものが置かれていたと推察

している。

3.外周施設

濠

「大正 7年写し絵図」等で会所屋敷は西側の北流

する銭屋川 (ぜにやがわ)に接しており、残る東・

北 。南の3方に濠を廻らしていたことが知られてい

る。北側に残る水路が北側の濠跡と推定されていた

が、東及び南側は痕跡を残していないため、各 1ケ

所トレンチを掘削して現地表下に遺存していること

を確認した。長時間掘った状態で作業できないため、
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今回は有無の確認に止めぎるをえなかった。

塀

濠等で屋敷地を画しており、濠の内側に高塀等を

築いていたと考えられるため、その有無の確認を行

ったが、調査箇所を確保できたのが西側の銭屋川部

分と北側の石垣の一部が残る範囲及び裏長屋門付近

だけであり、東・南側では実施できなかった。銭屋

川に面しては、まず石垣を川に面して築き、約 lm
程の犬走りを設けて花筒岩間知石を積んで上面に幅

60cmの平坦面をもつ高塀基礎を検出した。裏長屋

門付近でも門屋東隅から延びる花南岩間知石を積ん

だ同様の高塀基礎を検出した。また、下層遺構と思

われる類似の高塀基礎を検出した。石垣が残る部分

の上面については、

幅 60～ 80 cmの 犬

走り上の平坦面を確

認した。

4。 その他

船着場

土蔵③ (道具蔵 )

の南西隅に接して設

けられていること

が「大正 7年写し絵

図」等から知られて

いたが、すでに消失

したものと思われて

いた。掘削してみる

と角石を用いて幅約

2mで階段状に作ら
れた遺構が遺存して

おり、石段は 10段

薦塀

まで確認でき更に銭屋川に向かって遺存している可

能性がある。階段最上段の東に接して門が設けられ

ていた様である。

船入り?

裏長屋門の北側で、東西方向の北濠がやや北に角

度を変えて銭屋川に繋がっているところが認められ

る。大半が今回の調査対象地外になるため、発掘し

て確認することは出来ないが、銭屋川までの延長約

25m程が幅もやや拡がっており、銭屋川と直角で
はなくやや鈍角に繋がるのは下流からの船を引き込

むためではないかと考え、踏査した限りでは船入り

と推測している。

―
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嗣

1懃競n

④

霧
口
　
〇
如

区]64

遺構検出状況概略図
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【資料紹介】

新上小阪遺跡・呉竹遺跡出土礎板

はじめに

東大阪市域に所在する新上小阪遺跡 (東大阪市新

上小阪)及び呉竹遺跡 (同下小阪)の 2遺跡の調査
において、木製品を転用した礎板が柱穴より出土し

た。共に、既刊の報告書においては紙面の都合上報

告できなかったため、ここあわせて資料紹介をおこ

なう。

出土礎板について

新上小阪遺跡の調査は府営東大阪新上小阪住宅

建て替えに伴い平成 15年度に実施した (調査番号

03022)。 耕作の痕跡と掘立柱建物群の屋敷跡を中

心とする遺構がみつかった。掘立柱建物群は、 8世

紀後半～ 9世紀後葉にかけて、 3時期に分類するこ

とができる(註 1)。 図65の木製品は、この第 3期(9

世紀頃)にあたる、第 4遺構面Aの柱穴P204(図
65-■ 2)・ P240(図 65-3)から出土した共
通材を用いた礎板であり、各柱穴が同一時期につく

られたことを示している。

呉竹遺跡の調査は布施警察署庁舎建設に伴い平成

19年度に実施した (調査番号 07018)。 ここでは、

奈良時代～平安時代と、古墳時代後期～飛鳥時代に

属する主に2時期の掘立柱建物を中心とする遺構群

がみつかった (註 2)。 図 66の木製品は、後者に

属する柱穴から検出した転用礎板である。

‐
‐
　

‐

―
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古

図 65 新上小阪遺跡出土礎板
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図67 新上小阪遺跡・呉竹遺跡位置図

S=1/4

図66 呉竹遺跡出土礎板

(註 1)調査の詳細については、大阪府教育委員
会 2006『新上小隈遺跡』大阪府埋蔵文化財調査報
告 20057を参照されたい。

(註 2)調査の詳細については、大阪府教育委員
会 2009『呉竹遺跡』大阪府埋蔵文化財調査報告
2008-3を参照されたい。
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【資料紹介】

蔀屋北遺跡のアンケート調査について

アンケート調査の目的

2006年 8月 12日 (土)午後 1時より、蔀屋北
遺跡において大規模なものでは最終調査区となるF

調査区の現地説明会を開催した。その際に現地説

明会の来場者に、現地説明会の感想と遺跡に対す

る考えを問う内容のアンケート調査をおこなった。

当日の来場は 171名 (内 2名には質問用紙を渡す

ことができなかった)、 回収した質問用紙は 92名、

約 540/Oの回収率であった。アンケー ト調査をおこ

なうねらいは、 1.現地説明会来場者層の現状を
把握すること、2.来場者の遺跡観を推測すること、
の 2点である。調査成果は、現地説明会の来場者

層を拡大すること、そしてその次段階として遺跡

の存在を現代社会に浸透させるた

めに生かされることを目的とする。

アンケー ト調査実施概要

質問用紙は、18項目の質問と回

答者自身の個人情報 (性別、年齢、

職業など)を問う項目で構成し、A
4サイズの用紙 1枚におさめた。

質問は、居住地、現地説明会を知っ

たきっかけなどの具体的で答えや

すい質問から、会場においての感

想を問う詳細に移 り、最後には回

答者の歴史観を問う抽象的な質問

を加え、徐々に答えにくいものに

移るように配置した。また、個人

情報に関する問いは、質問用紙の

最下部に配置した。

当日、受付にて現地説明会資料

とともに、アンケー ト調査の質問

用紙を配布した。休憩所として設

置 したテン ト内には筆記具 と机、

質問用紙の回収箱をもった係員 1

名を配備した。また、回収箱を持っ

た係員は、会場出口へ向かう通路

にも、さらに 1名配備した。各質

問の主だった回答はグラフにて以

下に示す。また、半数を超える回

収率であったことより、回答者の

傾向に、概ね来場者の傾向が反映

されていると考える。

アンケート調査回答の集計概要と提言

ここでは、回収した質問用紙にある回答より読み

取れることを紹介したい。

まず、来場者の半数以上 (540/0)は 男性であり、

ほぼ半数 (470/0)が 60歳以上、360/Oが定年退職

者であった。また、50歳代を加えると来場者の

700/0に ものぼり、比較的年齢の高い層が来場者の

圧倒的多数を占めることがわかる。好きな本のジャ

ンル及び、それとほぼ同じ傾向を見せていたのでグ

ラフには示さなかったが、趣味や休日の過ごし方に

おいて、考古学、歴史及び遺跡関連の分野に関わる

ものを掲げた回答が多く、時間・精神的に比較的余

裕のある人々が、余暇の過ごし方の一環として休日

蔀屋北遺跡 現地説 明会 につ いての ア ンケー ト調 査

「あまう深く考えず、■し文えのない範1川内てお客えいただ |,Rド キいて十 どうてよろしくお蹴い致しkす J

l)ど こからいらつしゃ tヽ ましたか ?徒歩圏内 四条塀市 寝屋川市 大阪市 大阪府その他 他 (  府′県)
2)道跡の現地説明会にいらつしゃるのは初めてですか ? はい      いいえ (  回目)
3)今 日の現地 lL明 会のことをどこで知 りましたか ?新聞 テレビ ホームページ その他 (   )
0今 日のご来訪の FFに ,は ?近所なので 歴史に興味 友人に誘われて 通りがかり その他 (     )
5)今 回は、 どなたと―緒にい らっ しゃいましたか ?

親 配偶者 子供 孫 同僚 友人 恋人 先生  近所の人  達方からの来客 一人 その他 (   )

0今 日は何を持つてい らつ しゃいま したか ?(該 当するモ)のすべてお答えください)
カメラ  ビデオ  お弁当  本 筆記用具 その他 (                       )
7)遺跡内の どこでlRい時間をす ごされ ま したか ?(                     )
理由 (                                            )
0今 日は、何の写真を撮りましたか?具体的にお開かせください。

現場内 (特に

理熊1(

) テント内の (      ) 景色  その他 (            )
)

)

いいえ

)

)いいえ
)いいえ

)その他 (

出身地 :

0今 日、一番即象に残つているものはなんですか ?(
10)今 日のご来訪は楽しまれましたか ?      はい
理由 (

11)今 日1求帰 りに、どこかに立ち寄 りますか ?  はい (具体的に
12)今 日ここに来る前にどこ力Чこ寄りましたか? はい (具体的に
13)今 日のことを誰かに話すと思いますか ?

親  子供  孫  友人  配偶者  恋人  先生  隣人  その他(      )誰 にも話さない

14漸屋北遺跡について、 どこかでご覧になった ことがあ りますか ?

教科書で読んだ 本で読んだ 新聞で読んだ 自分で調べた テレビで見た 人に開いた その他 (    )
15)こ の道跡 について もつと無 りたい と思いますか ?はい   いいえ 理由 (         )
161こ の選跡 は誰のものだとお もいますか ?近隣の住人  四条畷市民  寝屋川市民 大阪の住人 研究者
大阪府 (行政) 日本国民  世界中の人  々 発掘した人々  自分  誰でも その他 (      )
17)歴史に輿味はあ りますか ?はい  いいえ 理由 (                  )
181歴史的 /1N t)の (そ の他の進動Ⅲ 建物・発加 されたもの等)は保存 され るべきだ と思いますか ?
はい いいえ 理由 (                                 )
19)あ なた ご自身の生活に、歴 史はどうい うかかわ りをもつていますか ?(        )

性別 :    未婚・斑婚 。その他    趣味 :

年齢 : 10歳 以下  10代   20代 (前半 後半) 30代 (前半 後半) 40代 (前半 後半)
50代 (前半 後半)   60代 (前半 後半) 夕0代以上

職業 ! 学生  (中学生 高校生 予鶴校生 大学生 専開学校生 大学院生) 主婦  定年退職 (元  )
有職者 (可能な範囲て具体的な職種を i

好きな本のジヤンル : 休 日の過ごし方

図 68 当日配布した質問用紙
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に遺跡の現地説明会を訪れるという傾向が読める。

またこれは、大多数の人が、Q2において見られる
ように繰り返し現地説明会を訪れるリピーターであ

り、Q4において見られるように歴史に興味があっ
て今回の現地説明会を訪れた人々であることからも

伺える。

次に目につく著しい事象は新聞の貢献度である。

Q3及び Q14において見られるように、現地説明
会と遺跡の認知は新聞によることがほとんどであ

る。このことと、来場者の年齢層の高さは必ずしも

無関係ではないと考える。遺跡の現地説明会に興

味をもっている可能性の高い学生は、今回の回答

者の中には 3名 しかいない (回答者内訳の職業の

項参照)。 若い世代は新間を読まないとは言わない

が、新聞以外のメディア、例えばホームページなど

による情報提供をいっそう充実させること、大学や

高校など学生が目にしやすい場所に周知をおこなう

ことによって、若年層の来場者を獲得することも可

能になるかもしれない。さらには、Qlを見ると近
隣から (徒歩圏内、四條畷市及び寝屋川市の合計)

の来場者が 1割と、少数であることがわかる。近隣

の学校や企業に対する個別の周知も来場者のバラエ

ティーを広げることに繋がるであろう。

また、多数の来場者が Q5に見られるように一
人で、Qll及び Q12に見られるように何かのつい

でではなくこの現地説明会のためだけに来場してい

ることから、来場者の多数が意欲的に自分の意志で

来場していることがわかる。一方で、どこかに寄り

道をした (またはする予定の)人々の多くは近接す
る史跡や資料館をあげており、同様の意欲を持った

来場者層であると見なすことができる。この固定来

場者ともいえる層に加えて、来場者となるポーテン

シャルを備えた人々を呼び込むことができれば、遺

跡は幅広い層に周知され、さらには親しみを持って

もらえることに繋がる手段となるであろう。前述の

ように、学校や近隣の集客力のある施設に積極的に

周知することを提案したい。公の施設に限らず、スー

パーや駅などは候補としてあげられよう。遺跡の存

在意義を社会的に認知してもらい、必要な場合に保

存をするためには、現代社会において幅広い層、特

に経済活動の基盤を担う層からの協力が不可欠であ

る。その人々に認知をしてもらうためにも、現地説

明会が、一般の人には唯―に等しい現場との接触の

良い機会となることが望ましい。

今回の現地説明会は、Q10か ら見ても概ね満足
してもらえる内容であったことがわかる。その中で

も特にQ7・ 8・ 9にみられるように、鞍は日玉
であったようである。新間に掲載された記事も、鞍

が主であったため、それは前知識に基づいた自然な

傾向といえる。しかしながら、同じの質問において、

井戸と住居跡に対する関心の高さも伺える。これは

生活感のある観念的共有の遺構自身に対する関心の

高さもあろうが、遺構内に出土状況のまま置かれた

状態の土器について、少なくとも5名が解答用紙の

中でポジティブに触れている。アンケートの回答に

おいては明示していないが、長い時間をこれらの2

カ所で過ごした人、写真を撮った人の中には、遺構

内の土器に魅かれた人がもっと沢山いた可能性は充

分あると考える。当日は、猛暑下の晴天という天候

のせいもあり、遺物展示をおこなっているテント内

で長い時間を過ごした来場者も多かったようである

が、遺物展示の手法として、遺物と遺構のダイナミッ

クな関係と臨場感を出土状況において見せるという

ことは、来場者から望まれているものであることは

間違いないであろう。

以上、アンケート調査から読み取れた傾向をいく

つか示してみた。クロス集計や他遺跡の場合との

データ比較などにより、さらなる分析は可能であろ

うが、今後の課題とするとともに、より充実した現

地説明会の可含留l■の一助としたい。(小ナ
「1 裕見子)
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Qlどこから来ましたか?

嶺か田内

03この現地競明会を知つたきつかけは?(複犠回害可)

02現地説明会は初めててすか?

Q4この覇饒に来た理由は?

Q5誰と来ましたか?

■告 の々娼VtI(過ごしを4申

(初めてでない人に,
何回目ですか?

■その他 :息いつき、畜曇北遇跡に興味

感重コI市

苗痺B市 車411人
奈農 lCλ

兵

'7人穂 山 2大
受匈 tス

呻
え
ａｔＬ

おその他 :イカ ー4MPI・ 2、 知人 2、 Hta2、 子装

Q7長い時間を盪ごした路所は?(複数回害可)

u彎
=i

侑辟 喩
、
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Q6今 日の持ち物は?(復強回害可)

Q9今 日一番酔急に残つていることは?(転数回書可〉

Q8何0写真をとりましたか?(複数回害可)

とし

とヽらいヽ各

と毎

雲色

手ント肉
4枷全般

■路

t武土需

構

蜘
Jlマド

倅F

撃畢由・逍樹

桂8軽A・ JttL)

Q10今日の現地説明会は集しめましたか?

争回書′需射

Q12ここにくる前にどこかに寄りましたか?

構分神社をど近隣0羅真向名所 4人

口森騒市立騒史民族資器は 2人

をの他:私用、考古関係の集まり、など

014これよrに露屋北追跡についてどこかで見たこと,と ,(複数回答可)

斑兵

'帝

歓Jj犠・ホ衛

,一アレヨーダー

ピデオ

弁当

章縮R

ljメラ

‖にも善智郎ヽ

44t

嶺

先生

子供

BB著

主人

競明(よかつた,

弁戸

れザ上Ifttntの と路

韓■■尋

驚

カマド

嘉日亀

t8樹車

線

Qll 掃り|こどこかに寄り針 か?

四俸覇市車睡農民腺資碧館
'A

憑ケ丘古墳、神社など近隣0歴史的名所 4人

その他 :スーJt一、食事、買tltを

`

Q13今回のことを維に館しますか?(複数回善可〕

ない

第離資出

ヤじピ

ム1_tいた

本で

自分でしら■た

断樹
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ⅢFS7“射

01S爺屋出逮跡についてもぅと知りたいてすか
'

牧増、馬飼いなど馬閥速について知りたいので 5人

その柏、研究したいゃ近所なめて年報告書、こnttでの
まtb、 譲来慕氏歳に興味、など

Q17歴室に興味はありますか?

Q18歴史的な物は保存納 る式きたと思いますか?

年齢

Q16密最北遣跡は離0ものだと患いますか?(権線口善可)

研究看

目

置娯0人

構モ↓

国條豪市民

六FO住人

大厳府

世界中

日率陶民

用

は

資

ぎ

4「大臣府Jと「大阪の住人Jは数所と庶民との区別を付けるつもりでBl造の選択
しをあlftしたが、回答パ‐ ンから見て、回害者はきちんと区別していないよう
てした。

アン,―卜回善者内気

性剛

職業

挫
折
　
謝
舅

綺韻

36

好きな本0ジャンFb〔複数回答可〕



― 平成 20年度普及啓発・

1普及啓発事業
1-1検 討会
第 1回検討会 2008年 5月 14日 (水)
「桑原遺跡の調査報告」小川裕見子

第 2回検討会 2008年 6月 11日 (水)
「唐櫃山古墳・鍋塚古墳調査報告」Jヽ山田宏一

第 3回検討会 2008年 7月 9日 (水)
「平野屋新田会所跡確認調査」松岡良憲

第4回検討会 2008年 9月 10日 (水)
「平石古墳群の被葬者」上林史郎

第 5回検討会 2008年 10月 8日 (水 )
「呉竹遺跡」岩瀬透

第6回検討会 2008年 11月 12日 (刑
「堺の酒造業について」三木弘

第 7回検討会 2008年 12月 10日 (水)
「韓国、勒島 (ヌ クド)遺跡の調査―埋葬犬を中心

に一」宮崎泰史

第8回検討会 2009年 1月 14日 (水 )
「無題」藤澤真依

第9回検討会 2009年 2月 18日 (水)
「象のはなし (PART,2)」 高島徹

第 10回検討会 2009年 3月 11日 (水 )
「文化財昨日・今日・明日」瀬ナ|1健

1-2資 料の展示
a泉北考古資料館
■企画展

所蔵する資料の中から、特定のテーマで展示。

第4回「平安時代の須恵器 ―陶邑に自煙が絶える
ころ―」

会期 :2008年 1月 5日 (土)～ 6月 8日 (日 )
展示品 :花瓶 5点・小皿 2点・瓶子 4点・高杯 1点・

杯 2点・椀 2点 。壺 5点・鉢 4点・甕 6点 。蛸壺
11点。計 42点 (堺市陶邑窯跡群 TK230-I号窯)
第 5回「器 【うつわ】でないモノ」

会期:2008年 6月 H日 (水)～ 10月 12日 (日 )
展示品 :鴎尾 2点 (堺市陶邑窯跡群 TG223号窯・

TG64号窯)・ 水煙形土製品 1点 lMT5-I号窯)・ 宝
輪2点 ott129号窯)。 簿9点 (堺市牛石 14号墳。

TG223号窯・TG17号窯)・ 平瓦 1点 ⊂G223号窯)
計 15点

第 6回「須恵器再発見 !―金属器を真似たスタイル
ー」

会 期 :2008年 10月 15日 (水)～ 2009年 3月
15日 (日 )

展示品 :脚付椀 1点 (堺市陶邑窯跡群 TK43-I号

窯)。 鉢 1点 (KM28-I号窯)。 蓋 4点 (TG68号

広報事業及領 料 ―

窯・印160号窯 KM22号窯・TG77号窯)・ 仕切付
杯身 1点 ωG68号窯)。 台付鉢 1点 (TG68号窯)。
皿 1点 (TG68号窯)・ 無蓋高杯 1点 (TG70号窯)・

杯 2点 (KM22号窯)・ 鉢 1点 (KM22号窯)。 花
瓶 1点 (TK230-I号窯)計 14点
■優品展

「大阪博物場」(1875年設立)の陶磁器コレクシ
ョン (大阪府指定有形文化財)を公開。
第 15回「陶磁の置物Ⅲ―薩摩焼・唐津焼などの人

物置物 」
会期 :2008年 1月 5日 (土)～ 4月 6日 (日 )
展示品 :薩摩焼白釉唐子・唐津焼鉄釉白釉西行・備

前焼蝦墓仙人・万古焼牛乗牧童 。大樋焼飴釉布袋・

乾也焼色絵関帝 計 6点
第 16回「陶磁の酒器」

会期 :2008年 4月 9日 (水)～ 7月 6日 (日 )
展示品 :三河内焼染付芙蓉折枝文徳利・丹山焼黒釉

菊花文散六角酒注・楽焼 (慶入)焼締徳利・阿漕焼
銹地色絵花鳥文手付酒注 。九谷焼色絵唐子遊文瓢形

徳利 。九谷焼色絵花蝶文細頸徳利 計 6点
第 17回「中国陶駒

会期 :2008年 7月 9日 (水)～ 10月 12日 (日 )
展示品 :青磁印花文茶碗・青花捻花文輪花碗・緑釉

青花松鹿文輪花皿 。粉彩賢人文細頸壼・瑠璃釉青花

吉祥文瓶 。青花騎馬人物文不遊環瓶 計 6点
第 18回「陶磁の香炉」

会 期 :2008年 10月 15日 (水)～ 2009年 3月
15日 (日 )

展示品 :薩摩焼色絵布袋形香炉・薩摩焼染付獅子鉦

三足大香炉 。薩摩焼白釉蓮華形香炉・源内焼交趾釉

飛龍香炉・古清水焼銹絵染付草刈童子香炉・永楽保

全作黄交趾梅唐草文三足香炉・京焼青磁獅子鉦香炉・

湖東焼色絵仙人文獅子鉦四角香炉 計 8点
■春一番コレクション展「注ぐスタイル」

注ぐ器にスポットを当て、企画展示「須恵器にみる

酒器」と優品展示「急須」を同時開催

会期 :2009年 3月 18日 (水)～ 7月 12日 (日 )
「須恵器に見る酒器」

展示品 :樽形はそう 1点 (堺市深田橋遺跡)、 はそ

う2点 (堺市陶邑窯跡群 TK87号窯・40-I号窯)。
提瓶 3点 lTG支群窯・TG41号窯・TG10-I号窯 )。
平 引甑5)煮 (TK43- I ・TK73・ TG222- I ・TG70)

計 11点

「急須」

展示品 :黄交趾五霊文急須 。刷毛目芋頭急須・色絵

飲中八遷詩文急須・青磁急須 。色絵金彩百唐子文急
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須・紫交趾楼閣山水麒麟文急須・緑交趾粟鼠文急須

計 7点

b府庁別館

文化財展示

府庁別館 1階と8階のロビーに設けられた文化財

展示コーナーに埋蔵文化財を展示した。

「須恵器―炎がつくりだした形一」

堺市陶邑窯跡群で焼かれた須恵器を紹介。

会期 :2008年 4月 14日 (月 )～
展示品 :高杯 3点 (堺市陶邑窯跡群 TG64号窯・

KM12号窯・TG207号窯 )、 蓋杯 3点 (TG207号
窯・TG35号窯)。 壷 1点 lTG207号窯)・ 提瓶 1点

(TG38-Ⅱ 号窯 )・杯身 4点GT208号窯・TG68号窯。

TG70号窯 。TG215号窯)・ 広口壺 (ON151号窯)・

長頸壺 CG64号窯)。 短頸壺 1点 (TK235-Ⅱ )・
窯体 2点 (TK-230-Ⅱ )    計 17点
c弥生文化博物館

■弥生プラザ展示

府立博物館活性化事業の一環として、常設展示室

「弥生プラザ」で所蔵資料を展示。「考古学セミナー」

に講師を派遣した。

第 1回「木の本遺跡一大阪で弥生時代が始まつたこ

ろ 」
会期 :2008年 8月 26日 (火 )～ 12月 27日 (土)

展示品 :壼 1点・壷蓋 1点・甕 1点・甕蓋 1点・鉢

1点・把手付鉢 1点・彩文壷蓋 1点 。彩文壺 11点・

内面朱付着土器 2点・凸帯文深鉢 5点・凸帯文壺 1

点・凸帯文底部 1点・磨製石庖丁 4点・大型石庖丁

2点・打製石鎌 2点 計 35点
第 2回「倭団大乱の一断章―南河内の高地性集落と

東山遺跡―」

会期:2009年 1月 6日 (火)～ 2009年 4月 30日 (木 )

展示品 :石鏃 19点。石槍 3点・石錐 1点。石匙 1点・

石刃 2点・石庖丁 1点 。調整石器 2点 。磨石 4点 。

叩石 3点・丸石 3点・石槌 2点・石冠 1点・石皿 2点・

砥石 6点 。石英礫 3点・サヌカイト剥片 43点 。長

頸壷 1点・器台 2点 。高杯 1点・甕 1点 計 101
点

■考古学セミナー

第 1回 2008年 10月 25日 (土 )
「木の本遺跡の発掘調査の成果」横田 明
第 2回 2009年 2月 28日 (土 )
「倭國大乱の一断章―南河内の高地性集落と東山遺

跡一」森井貞雄

d近つ飛鳥博物館

府立博物館活性化事業の一環として、スポット展

示を実施し、「土曜講座」に講師を派遣した。

■スポット展示

第 1回平成 2008年 9月 20日～ 10月 5日

「茨木市で見つかった終末期古墳一桑原西古墳群の

出土品―」

第 2回 2008年 12月 13日～ 12月 27日

大王権を支えたハイテク集団―河内の馬飼と蔀屋北

遺跡下」

第 3回 2009年 3月 19日 (木 〕～ 4月 5日 (日 )

「古代寺院を彩る一合利と堂塔の荘厳」

■土曜講座

第 1回 2008年 9月 27日 (上 )

「安威川流域の古墳―茨木市で見つかった終末期古

墳一」 小ナ|1裕見子

第 2回 2008年 12月 13日～ 12月 27日

「河内の馬飼一四条畷市蔀屋北遺跡の調査成果一」

宮崎泰史

第 3回 平成 21年 3月 28日 (土)
「古代日本における仏舎利の奉安―舎利容器と舎

利荘厳具―」岡本敏行

1-3学校教育との連携
a職場体験学習

2009年 2月 19日 (木)

堺市晴美台中学校 2年生 (3人)を受け入れ、遺物
整理 (土器洗浄・復元等)の体験指導。
b出張授業

府立高校の総合科目に講師を派遣。

府立千里青雲高校「考古学入門講座」(2008年 8

月 20～ 22日・2009年 3月 17日 )
1-4 資料の調査

松岡コレクション (弥生文化博物館保管)の調査

2資料
2-1埋蔵文化財 (整理箱数)
a泉北考古資料館 (堺市南区)    10799箱

(重要文化財を含む)

b泉北収蔵庫 (高石市)       43350箱
c大井収蔵庫 (藤井寺市)      12378箱
d志紀収蔵庫 (八尾市)        3710箱
e北部北収蔵庫 (摂津市)       3171箱
f東大阪収蔵庫 (東大阪市)     70400箱
g文化財調査事務所 (堺市南区)    6771箱

合詞
1150579箱

2-2民俗文化財
文化財調査事務所

・谷国家資料

・辻家資料

・守田コレクション

・上平家資料
。畑野家資料

22チ魚

13点

20チ魚

15点

2点
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・三宅家資料
Ⅲ
脚

・前西家資料

2-3写真。図面その他の資料
文化財調査事務所
。図面資料

`鞠

・台帳|

・パネル

2-4図書
文化財調査事務所

図書

一括

■括

2件

4708ケー‐ス

7315ケマス

7.78)魚

39601¶冊

― 平成 20年度大阪府教育委員会文化財保護課刊行物一覧 キ学

大阪府埋蔵文化財調査報告
2008-l F東郷遺跡』
2oo8-2 1畔 の石組水路 (ガマ)』
2008-3 叫翠貯進肋蜘
2008.-4『林遺跡。国府遺跡 ,土師の里遺跡』
2008-5 畷務若墳』

概要報告

町帥 古墳群こ平蜘

嚇 屋北遺跡発掘調査概要・Ⅷ

哄 阪府教育委員会文化財調査事務所年報 1劉

調



― 平成 20年度資料貸出・掲載・閲覧事業一覧 ―
実物資料・複製資料長期貸出

申 請 者      遺 跡 資 料 内 容・点 数 目 的 (展示内容等)

1 国立歴史民俗博物館   池上曽根遺跡 石庖丁 3 計3点  総合展示『稲と倭人』

2 大阪府立狭山池博秘館  池尻城跡   冑金 1
大希WII今池遺跡 鋤 1

常設展示『中世の土地
計2点  開発と狭山池』

3 大阪府立女性総合センター 大坂城跡   美濃焼小鉢 1。 天目茶碗 1・ 鉄釉丸椀 1・ 鉄釉皿2・ 灰釉折縁 常設展示 (リ フレッ
(ドーンセンター)         皿 1・ 灰和菊皿 1・ 灰釉皿 1・ 志野向付 1・ 皿 1・ 中国製白磁 シュコーナー)

1・ 青花皿 1・ ベトナム製色絵皿 1・ 金箔瓦 4
計17点

4 大阪府立西成高等学校  喜志遺跡   弥生土器養 1                        授業・展示
八尾南遺跡  土師器直口壺 2・ 小型丸底壺 1・ 高杯 1・ 台付甕 1
萱振違跡   土師器密 1
崇禅寺遺跡  須恵器杯身 1。 有蓋高杯蓋 3・ 有蓋高杯身 3・ はそう1・ 壷 1
陶器南遺跡  須恵器片コンテナ 1箱

計16点コンテナ 1箱 (須恵器片)

5 大阪府立大手前高等学校 大坂城跡   金箔丸瓦 1・ 飾瓦 1・ 軒平瓦 1・ 文字入り平瓦 1・ 軒丸瓦 1・ 授業・展示
天目茶碗 1・ 須恵器短頸壼 1・ 分銅 1・ 白磁香炉 1・ 美濃水滴
1・ 鳥文青花大皿 1・ 鍔 1・ 第 1

計13点

6 大阪府立三国丘高等学校 向泉寺跡   軒丸瓦10・ 軒平瓦 8・ 斧瓦 3・ 雁振瓦 1・ 瓦器椀 7。 土師皿 授業・展示
11・ すり鉢 1・ 土師質羽釜 1・ 陶磁器 5・ 硯 1

計48点

7 大阪府立茨田高等学校  茨田安田遺跡 弥生土器壷 2、 須恵器杯 5・ 高杯 3・ 碗 1・ 甕 4。 こね鉢 1・  授業・展示
その他 1、 韓式系土器甕 1、 土師器壺 3・ 甕 2・ 高杯 3・ 碗
1・ 皿 4、 瓦器碗31・ 皿 1・ 火鉢 1・ 釜 1、 磁器碗 1、 祗石
1、 下駄 2、 箸 2、 人形首 1、 土錘 1、 キセル 1、 加工骨 1

計76点

8 大阪府立四條畷高等学校 更良岡山遺跡 円筒埴輪 3、 須恵器短頸壷 1・ 甕 1・ 提瓶 1          授業・展示
雁屋遺跡   弥生土器壼 7。 長頸壺 1・ 無頸壺 1・ 無頸壺蓋 1・ 鉢 3・ 鉢蓋

1・ 奏 7・ 台付鉢 2・ 台付甕 1・ 器台3・ 高杯 3・ 手焙り形土
器 2、 黒色土器椀 1、 土師器壷 2、 須恵器平瓶 1・ 無蓋高杯
1・ 蓋杯蓋 1・ 蓋杯杯身2・ はそう1・ 壺 1、 祗石 4、 石鏃 5

計57点

9 大阪府立八尾北高等学校 萱振遺跡   弥生土器壺 1,長頸壺 1・ 無頸 1・ 壺蓋 1、 土師器壺 1、 須恵 授業・展示
器有蓋高杯 1・ 高杯蓋 1・ 杯身 1・ 杯蓋 1・ はそう1、 円筒埴
輪 1・ 蓋形埴輪 6、 勾玉 4・ 紡鍾車 2、 臼玉8

計31点

10 大阪府立茨木高等学校  新庄遺跡   弥生土器壺2・ 甕 2・ 鉢 2・ 蓋 3、 磨製石斧5         授業・展示
計14点

11 能勢町歴史資料室   上椿遺跡   須恵器奏可                         能勢町歴史資料室 (能
尾道遺跡   須恵器杯身 1・ 杯蓋 2・ 円面硯 1、 土師器高杯 1        勢町ふるさと会館内)
九ノ坪遺跡  黒色土器椀 2、 土師器小皿3                 常設展示
大里遺跡   弥生上器片 1・ 養 3・ 無頸壺 1・ 鉢 1・ 蓋 1・ 高杯 1、 土師器

壺 1・ 甕 3・ 器台 1・ 杯 2、 須恵器杯 2・ 奏 3、 石庖丁 4・ 石
斧 3・ 石鍾 1・ 石鏃 7

計46点

12 豊能町立郷土資料館   余野城跡   瓦器椀 7・ 瓦器片20、 土師皿 4、 須恵器片 3、 砥石1      豊能町立郷土資料館
計35点 常設展示

13 吹田市立博物館    吉志部瓦窯  軒丸瓦 1、 平瓦 1、 緑釉陶器片 2、 緑釉瓦片 6、 窯道具6    常設展示『桓武朝平安
計16点  宮瓦窯』

14 藤井寺市立図書館    三ツ塚古墳  小型修羅 1 計 1点  図書館展示室常設展示

15 堺市立みはら歴史博物館 余部遺跡   瓦器椀27・ 皿 6、 土師器皿 1、 瓦質羽釜 1、 鋳型片29、 輔羽日 常設展示『河内鋳物
18、 鉄製刀子 1、 青銅製品 2、 鉄塊系遺物 7、 砥石7      師』

計99点

16 太子町立竹内街道歴史  伽山古墓   銀製帯金具 (レプリカ)一式
資料館

常設展示 (第 2展示
室)

17 池上曽根弥生学習館   池上曽根遺跡 炭化米 (No.286)1ケ ース 常設展示

18 和泉市いずみの国歴史館 府中遺跡   弥生土器高杯 1・ 壺 7・ 甕 2・ 蛸壺形土器2          常設展示「和泉市の
坂本寺跡   軒丸瓦 6。 軒平瓦5                     歴史―考古学の世界』
大園遺跡   有舌尖頭器 2、 子持勾玉 2、 滑石製勾玉五・紡錘車 1
池田寺跡   文字瓦 6、 軒丸瓦 8、 軒平瓦 1、 石製巡方 1
信太寺跡   平瓦 (人物画像)1・ 文字瓦 4、 軒丸瓦 1、 軒平瓦 1
和泉寺跡   平瓦 2・ 軒平瓦 1・ 軒丸瓦3

40



池上曽根遺跡 弥生土器甕 1・ 水差形土器 1・ 高杯 3・ 鉢 3・ 壺 7、 木製品高
杯 1・ 把手付鉢 1・ 鉢 1・ 斧の柄 1・ 布巻具 (経巻具)1・ 用
途不明品 1・ 小型四脚付盤 2・ 臼 1・ 杓子 2・ 鍬 3・ 讐 5。 石
錘 2・ 大型石庖丁 2・ 環状石斧2・ 石斧 9。 石槍 9・ 投弾 3・
ヒスイ勾玉 1・ 管玉5'ガ ラス片 3、 イノンシの下顎骨 1・ 鹿
角 1・ 骨製ヤス2・ 骨器未製品5・ 銅鏃 2・ 八稜鏡 1

計141点

19 宮崎県立西都原考古博物館 陶邑窯跡群 須恵器 計109点 常設展示コーナー
F考古学研究所』

20 サイエンス・サテライト 三軒屋遺跡  縄文土器 1
池上曽根遺跡 弥生土器 1

常設展示『くらしの中
計2点  の放射線利用」

21 吉志部神社 吉志部瓦窯  軒丸瓦 1、 軒平瓦 1、 緑和瓦片 2、 トチン2 計6点  社務所玄関ロビーに展示

22 交野市教育委員会

実物資料短期賞出

貸出先 (申請者)

大谷窯跡   須恵器24点 須恵器片21袋 (ビニール袋)

遺 跡

歴史民俗資料展示室
計24点 21袋 常設展示

資料 名/点 数            展覧会/掲載図書名称

刊 長野県立歴史館 南花田遺跡  ナイフ形石器8 秋季企画展『よみがえ
る氷河時代の狩人』

2 大阪府立弥生文化博物館 木の本遺跡 弥生前期土絶 7石庖丁6石鎌2 弥生プラザ『木の本遺
跡一大阪で弥生時代
がはじまった頃―』

3 大阪府立狭山池博物館 蔀屋北遺跡  子持勾玉1 滑石製勾玉8 メノウ製勾玉1 ヒスイ製勾玉1
大和川今池遺跡 ヒスイ製勾玉2
池島福万寺遺跡 ヒスイ製勾玉 1
池上曽根遺跡 ヒスイ製勾玉 1

教師のための博物館
利用セミナーの教材

4 四條啜市教育委員会 讃良郡条里遺跡 縄文土器深鉢2
砂遺跡    縄文土器養7 縄文土器鉢2土偶6石刀1石斧2石鏃6

特別展『ひとつぶの籾
―近畿地方最古の弥
生土器を中心に一』

5 大阪府立近つ飛鳥博物館 桑原西古墳群 須恵器杯蓋4須恵器杯身4須恵器提瓶 1 須恵器平瓶3須恵器
短頸壺2須恵器高杯1土師器杯蓋2点 土師器杯身1 土師器高杯
1 土師器短頸壺1 土師器杯1 ガラス玉19点 琥珀玉1 耳輪
15 鉄刀子1 鉄釘6 陶棺 (栓)2 薦4

スポット展示 F茨木市
でみつかった終末期
古墳―桑原西古墳群
の出土品―』

6 羽曳野市 童井御旅山古墳 円筒埴輪・壺形埴輪コンテナ58箱 F庭鳥塚古墳調査成果展」

―
Ｉ
Ｌ

7 太子町教育委員会 回府遺跡
はさみ山遺跡
八尾南遺跡
今池遺跡
中谷南遺跡
喜志西遺跡
南花田遺跡
招題中町遺跡
甲田南遺跡
寛弘寺遺跡

I日石器18
1日石器19
!日石器33
石器25
石器7
有舌尖頭器 1
有舌尖頭器 1
打製石剣3
打製石剣 1
サヌカイ ト剥片20

太子町立竹内街道歴
史資料館
企画展『変貌するサヌ
カイ トーその隆盛と
終焉―』

8 和泉市教育委員会 馬子塚古墳  斜縁二神二獣鏡 1
碧玉製管玉1

いずみの国歴史館特
別展隣日泉黄金塚古墳
の時代』

9 堺市立みはら歴史博物館 応神陵古墳外堤 円筒埴輪2 秋季特別展『百舌鳥古
墳群築造の時代―鉄
の王権―』

10 羽曳野市 壺井御旅山古墳 底部牢孔壺形埴輪1 円筒埴輪2 庭鳥塚古墳調査成果展

11 太子町教育委員会 株山遺跡 サヌカイ ト礫コンテナ5箱 太子町立竹内街道歴
史資料館
企画展『変貌するサヌ
カイ トーその隆盛と
終焉―』

12 大阪人権博物館 深田橋遺跡  樽形はそう1把手付き椀 1 特別展『大阪・アジア
交流史―人とモノの
つながる街―』

13 奈良大学 シシヨツカ古墳 ガラス玉1067点 成分分析 (X線分析装
置による非破壊分析)

14 大阪府立近つ飛鳥博物館 請良郡条里遺跡 輪鐙1 製塩土器3U字形板状土製品1              スポット展示『大王権
蔀屋北遺跡  輪鐙(レプリカ)1 轡1立聞金具1鹿角製鎌1輪羽口1曲柄刀子 を支えたハイテク集

1 韓式系土器 8 団―河内馬飼と蔀屋
北遺跡―』
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15 大阪府立近つ飛鳥博物館 捩文鏡
馬具 1 鉄鏃 1
円筒埴輪3
円筒埴輪 1

墳
墳
墳
墳

古
古
古
古

山
森
山
陵

玉
の
津
神

北
藤
仲
応

冬季特別展『百舌鳥・
古市大古墳群―巨大
古墳の時代』

16 長野県立歴史館 蔀屋北遺跡  輪鐙1鎌轡1 鞍 (後輪)レプリカ1
長保寺遺跡  鞍 (後輪)1

開館 15周年記念『善
光寺信仰一流転と遍
歴の勧化―』

17 弥生文化博物館 東山遺跡 石鏃・石錐・石槍等96 弥生土器5 弥生プラザ『倭国大乱―
断章―南河内の高地性
集落と東山遺跡一J

18 サントリー美術館・
新潟県立歴史博物館・
NHK事業センター

大坂城跡 黒楽茶碗 1 NHK大河ドラマ特別
展『天地人一直江兼続
とその時代―』

19 大阪府立近つ飛鳥博物館 東郷遺跡 特殊器台1 春季特別展 F卑弥呼死
す、大いに家をつくる一
前方後円墳の成立―』

20 大阪府立近つ飛鳥博物館 跡
寺
寺
廃
坂
堂
鳥
新

金銅製飾金具5 金銅製天衣片1 金銅製蝶番1三彩火舎1 三彩 スポット展示『古代寺
盤1埠仏2(以上鳥坂寺跡) 帯金具1嬉仏2(以上新堂廃寺)  院を彩る一舎利と堂

塔の荘厳―』

21 羽曳野市

資料撮影、写真・図面等貸出・掲載

依頼者  韓雲堀辞 種 類

壺井御旅山古墳 円筒埴輪・壺形埴輪コンテナ58箱

遺 跡 資料 内容/点 数

報告書『庭鳥塚古墳』

目的/掲載誌

1 藤井寺市教育委員会 掲載 写真カラー  はさみ山遺跡 軒丸瓦 1 藤井寺市広報「広報
ふじいでら」5月号

2 大阪土地家屋調査 掲載
士会

図面 百舌鳥・古市
古墳群

百舌鳥・古市吉墳群の位置図 (F文化財保護課 日本土地家屋調査
ホームページー世界遺産暫定―一覧表記載資産 市会連合会『土地家
候補候補の提案について』)          屋調査士』

3 藤井寺市市民生活部 掲載 写真カラー  三ツ塚古墳  修羅出土状況 1 藤井寺市広報「広報
ふじいでら」6月号

4 藤井寺市観光協会 貸出  写真カラー
掲載

三ツ塚古墳  修羅出土状況 1 修羅出± 30周 年
記念フェスタのた
めのパネル展示

5 懺新泉社 掲載 写真カラー  蔀屋北遺跡 第11面西部全景写真 1 大溝090001写真 1
製塩土器 1 馬全身骨格の出土状況 1

『継体天皇 二つの
陵墓、三つの王宮」

横手市史編さん室 掲載 写真カラー  陶邑窯跡群 須恵器無蓋高杯 1 須恵器高杯形器台 1 『横手市史』通史編

7 韓式上器研究会 掲載 写真カラー  土師の里遺跡 土師器土器 1 『韓式系土器研究』X

8 四篠畷市教育委員会 掲載 写真カラー  蔀屋北遺跡 木製鞍 1 鎌轡 1 F子ども歴史 わた
したちの四條畷』

9 ボア企画室 出
載
貸
掲
写真カラー  三ツ塚古墳 修羅出土状況 1 「遺跡に眠る謎一飛鳥

遺跡群」「週刊歴史の
ミステリー』第33号

10 小学館 貸出 写真カラー 大坂城跡 太閤枡 1
掲載

臨川の国家デザイン」
『日本の歴史」第10巻

11 鳥取県埋蔵文化
財センター

出
載
貸
掲

写真カラー  古市大溝 S K940馬 全身骨格出土状況 『鳥取県の考古学』
第 5巻古墳時代 I、
鳥取県埋蔵文化財
センターのホーム
ページ

12 長野県立歴史館 影
載
撮
掲

写真カラー  南花田遺跡 ナイフ形石器 8 秋季企画展『よみが
える氷河時代の狩
人』の展示パネル・

図録・広報関係資
料

13 いユーキャン 掲載 写真カラー  陶邑窯跡群 須恵器 1 F森浩―が語る日本古
代史」(ビデオ /DVD
全 12巻 )の広告

14 懺あすなろ書房  貸出
掲載
写真カラー  三ツ塚古墳  修羅出土状況 1 「大和の朝廷の国づ

くり」ジュニア版
『日本歴史』第2巻

写真カラー  木の本遺跡15 大阪府立弥生文
化博物館

出
載
貸
掲

弥生前期遺構面違景 1
況1
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土坑0319石庖丁出土状 弥生ブラザ「木の本遺
跡―大阪で弥生時代
がはじまった頃―」



16 爛ニューサイエ
ンス社

出
載
貸
掲
写真カラー  木の本遺跡 第6地点接合資料 (No.34)1 『月刊考古学ジャー

ナル』20088月号
表紙写真

17 ふれあい 出
載
貸
掲

写真モノクロ 八尾南遺跡 修羅出土状況 1 「修羅30周年座談会」
『ふれあい』217号

18 弥生文化博物館 出
載
貸
掲

写真カラー  三ツ塚古墳 石庖丁出土状況2 弥生プラザ「木の本遺
跡一大阪で弥生時代
がはじまった頃一」

19 Book Korea 貸

掲

出

載
写真カラー  木の本遺跡 修羅出土状況 1 「東インドネシア、ス

ンバ島の巨石文化―
1975年に行なわれ
た石曳き行事―」F今
も生きている支石墓
社会スンバ島」

20 藤井寺市郷土研究会 掲載 写真カラー  三ツ塚古墳  修羅出土状況 1 世界遺産登録に向
けた応援パネル撮影

21 堺市市長公室文化部 掲載 写真カラー  三ツ塚古墳 全景 (調査前・戦前)1 説明板 (史跡整備)

22 船橋市飛ノ台史  掲載
跡公園博物館

写真モノクロ 土塔 ヒスイ製勾玉 1 企画展『弥生西東―
遺跡が語る人々の
暮らし―』の展示パ
ネル・図録

23 東大阪市立英田
中学校

出
載
貸
掲
写真カラー  稲葉遺跡 弥生前期上器 1 「校区の歴史」英田中

学校50周年F記念誌』

24 四篠畷市教育委
員会

写真カラー 砂遺跡影
載
撮
掲

壺棺出土状況 1 遺構検出状況 1 全景 1
足跡 1 4-14区 6次面 1

特別展『ひとつぶの
籾―近畿地方最古
の弥生土器を中心
に一』

25 個人 撮影 写真カラー  讃良郡条里遺跡 滋賀里Ⅳ式籾痕土器 圧痕のレプリカ作成

26 明治大学古代学
研究所

写真カラー  高井田廃寺 文字瓦出
載
貸
掲

「日本古代文化にお
ける文字 ,図像・伝
承と宗教の総合的研
究」の展示パネル

27 近つ飛鳥博物館 貸

掲

出

載
写真カラー  桑原西古墳群 桑原西古墳群とその周辺1 桑原西古墳群完掘状

況l B7号 墳石室内遺物出土状況l C3号 墳
全景l A3号 墳相2竪穴式小石室内遺物出土状
況l Bl号 墳全景 1

スポット展示「茨木
市でみつかった終
末期古墳―桑原西
古墳群の出土品―」

28 太子町教育委員会 写真カラー  国 府 遺 跡
はさみ山遺跡
はさみ山遺跡
はさみ山遺跡

第 3地点出土石器 1
85‐ 7区出土石器 1
85-7区住居状遺構 1
各地点角錐状石器 1

出
載
貸
掲

企画展『変貌するサ
ヌカイ トーその隆
盛と終焉―』

29 和泉市教育委員会 写真カラー  馬子塚古墳
写真モノクロ 大園遺跡

半三角縁二神 三獣鏡 1 碧玉製管玉 1
埴輪群出土状況 1

館
塚弾囀制

彬服翻

い
特
古

出
載
貸
掲

30 堺市立みはら歴
史博物館

影
載
撮
掲
写真カラー  応神陵古墳外 円筒埴輪2

提
秋季特別展『百舌鳥
古墳群築造の時代
―鉄の王権―』

31 おおい町立郷土  掲載
史料館

写真カラー  小島東遺跡 製塩土器 1 特別展『若狭の塩づ
くリーおおい町発
掘五十年史―』の展
示パネル・図録

32 フォト・オリジナル 写真カラー  陶邑窯跡群 須恵器養出
載
貸
掲

中学生副教材「入試
WIN』

33 羽曳野市教育委  貸出  図面
員会

壺井御旅山古 トレンチ平面図、前方部葺石・埴輪出土状態、
墳      等20

庭鳥塚古墳の調査
成果展

34 信州大学 掲載 写真カラー  三ツ塚古墳 修羅出土状況 1 「トライボロジー千
夜―夜」

35 近つ飛鳥博物館  貸出
掲載
写真カラー  藤の森古墳

陶邑窯跡群
仲津姫陵古墳
応神陵古墳

馬具1 鉄鏃 1               冬季特別展「百舌
須恵器6(TK73号窯・TK83号窯・TK1 09‐Ⅲ号 鳥・古市大古墳群
窯 。MT206‐ I号窯・TK218‐号窯・TK85-Ⅱ号 ―巨大古墳の時代』
窯、以上陶邑窯跡群)

36 帯国書院 写真カラー  陶邑窯跡群
三ツ塚古墳

須恵器 1
修羅出土状況 1

出
載
貸
掲

『中学校スタンダート
歴史資料 大阪府版』

37 僻アドリブ 写真カラー  アカハゲ古墳
シシヨツカ古墳

出
載
貸
掲

石室
石室
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『面白いほどよくわ
かる古代史』



38 近つ飛鳥博物館  貸出  写真カラー
掲載

周辺空中写真 A区 1 遺構密集地域の写真 C区 1
馬埋葬土坑を含む遺構群写真 A区1 準構造船転
用井戸枠写真1 (以上、蔀屋北遺跡)製塩土器
廃棄土坑写真 H区 木製輪鐙検出状況写真 (以
上、讃良郡条里遺跡)蔀 屋北遺跡・請良郡条里
遺跡出土遺物集合写真 1

蔀屋北遺跡
請良郡条里遺
跡

スポット展示『大王
権 を支えたハイテ
ク集団―河内馬飼
と蔀屋北遺跡―』

39 個人 掲載 写真カラー  三ツ塚古墳 修羅出土状況 1 「滑海藻と未滑海藻
の潤滑性ならびに
古墳時代における
修羅の潤滑法につ
いての一考察」

40 長野県立歴史館  掲載 写真カラー  蔀屋北遺跡
長保寺遺跡

輪鐙1図轡1鞍 レプリカ 〔後輪)1
鞍 〔後輪)1

開館 15周年記念
『善光寺信仰一流転
と遍歴の勧化―』

41 崇禅寺・中島惣  掲載
社周辺の町づく
りを推進する会

写真カラー  崇禅寺遺跡 発掘調査写真22点 ホームページ「崇禅寺・
中島惣社周辺の町づく
りを推進する会」『東中
島ウオッチング」

42 奈良女子大学 掲載 写真カラー  鳥坂寺跡 箆書平瓦 1 「五十戸と知識寺院
―鳥坂寺跡出土箆
書瓦の釈読から」

43 弥生文化博物館 写真カラー 東山遺跡 土器集合写真 1
石器集合写真 1

出
載
貸
掲

弥生プラザ「倭国大
乱―断章―南河内
の高地性集落と東
山遺跡―」

44 吹田市教育委員会 出
載
貸
掲

写真カラー  史跡吉志部瓦 瓦窯検出状況4
窯

史跡整備に伴う説
明板

45 藤井寺市教育委員会 掲載 写真カラー  蔀屋北遺跡 馬埋葬土坑1鞍 〔後輪)1 藤井寺市ホームベージ

46 大阪の部落史委員会 掲載 写真モノクロ 西ノ辻遺跡 多数の獣骨が埋納された土坑 1
供膳に用いられたウマの頭蓋骨 1

『大阪の部落史』第
十巻 (本文編)大阪
の部落史委員会

47 浜島書店 掲載 写真カラー  陶邑窯跡群 須恵器集合 「総合歴史』(中学生
対象歴史資料集)

48 八尾市教育員会 貸出 図面

掲載

高安古墳群服 墳丘測量図10
部川支群

平成20年度『高安
古墳群等事業報告』

49 塚市市長公空文化部 掲載 写真モノクロ 史跡土塔 全景 (昭和27年当時)1 『史跡土塔』

SO 神戸市埋蔵文化
財センター

出
載
貸
掲

写真カラー  はさみ山遺跡 85-7区旧石器時代住居跡 企画展『見て学ぶ考
古展』

51 泉南市教育委員会 貸出 男里遺跡
幡代遺跡

小石室実測図等7
遺物実測図3

移築小石室の整備

52 美浜町教育委員会 掲載 写真カラー  はさみ山遺跡 85‐7区旧石器時代住居跡 「掘る。使う」Fわかさ美
浜町誌」(生活文化編)

53(財 )元興寺文化 掲載
財研究所

写真カラー  三ツ塚古墳 保存処理後の修羅 1 元興寺文化財研究
所研究報告2008

54 歴史教育者協議
会堺支部

載
影
掲
撮

写真カラー  南花田遺跡 竪穴状遺構 1 小学校 6年生の歴
史学習副読本 (堺の
歴史プリント)

55 近つ飛鳥博物館  掲載 写真カラー 東郷遺跡 特殊器台1 春季特別展 F卑弥呼死
す、大いに家をつくる一
前方後円墳の成立―』

56 宮内庁書陵部 掲載 写真モノクロ 津堂城山古墳 後円部の石室と長持形石棺 (

天然記念物調査報告』第 5輯 )
『大阪府史蹟名勝 「藤井寺陵墓参考地の

地中探査報告」「書陵
部紀要』第60号

57 近つ飛鳥博物館  掲載 写真モノクロ 新堂廃寺
衣縫廃寺

全景1 宝憧遺構1
塔心礎 1

スポット展示「古代
寺院を彩る一舎利
と堂塔の荘厳―」

58 歴史教育者協議  掲載
会堺支部

図面 陶邑窯跡群  あな窯1 須恵器作り1(『陶邑・窯・須恵器』 小学校 6年生の歴
文化財あれこれブックレットNo.1)      史学習副読本 (堺の

歴史プリント)

59 羽曳野市教育委員会 貸出 図面 壺井御旅山古
墳

トレンチ平面図、前方部葺石・埴輪出土状態、 庭鳥塚古墳の調査
等20                     成果展

60 交野市文化財事業団 掲載 写真カラー  蔀屋北遺跡 ふぃご羽口1 『北河内の古墳』馬全身骨格の出土状況 1
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資料閲覧

申 請 者 (所属) 遺 跡、その他 資 料 内 容

1 奈良大学 陶邑窯跡群 須恵器 (TG68号窯)

2 大阪大学大学院・宇治市歴史資料
館 。奈良文化財研究所

陶邑窯跡群 須恵器 (TG68号 窯 。TG64号窯 )

3 奈良大学 陶邑窯跡群 須恵器 (KM22号窯・KM51号窯)

4 奈良女子大学大学院 陶邑窯跡群 須恵器 (TG233号窯)

5 愛知県陶磁資料館 陶邑窯跡群 基準資料

6 大阪大学大学院・奈良文化財研究
所

陶邑窯跡群 須恵器 (TG68号窯)

7 交野市教育委員会 陶邑窯跡群 須恵器 (TK241号 窯・ TG226‐ I号窯 )

8 大阪歴史博物館 陶邑窯跡群 須恵器 (泉北考古資料館・基準資料) 須恵器
(TG68号窯)

9 奈良女子大学大学院 大阪大学大 陶邑窯跡群
学院

須恵器 (TK230‐ 1号窯出土資料 )

10 大阪大学大学院 陶邑窯跡群 須恵器 (TG68号窯・TG40号窯・TK41号窯)

11 韓目湖林博物館 陶邑窯跡群 基準資料

12 大阪大学・流通科学大学 陶邑窯跡群 鴎尾 (TG223号窯)

13 奈良文化財研究所 陶邑窯跡群 須恵器 (TK230-I号窯)

14 奈良大学 陶邑窯跡群 須恵器 (TG214号窯)

15 阪南史友会 陶邑窯跡群 基準資料

16 大阪大学・流通科学大学 陶邑窯跡群 理:,毛 (TG223拝チ蕪ミ)

17 同志社大学大学院 木の本遺跡 石器

18 羽曳野市教育委員会 応神古墳外堤 円筒埴輪

19 大阪歴史博物館 普賢寺遺跡 写真資料 (遺跡、出土資料)

20 大阪府立狭山池博物館 蔀屋北遺跡 土師器

21 大阪府立狭山池博物館 蔀屋北遺跡 。大和川今池遺跡・池島福万寺遺
跡

勾玉

22 奈良文化財研究所 陶邑窯跡群 須恵器 (TK230‐ I号窯)

23 奈良大学 陶邑窯跡群 須恵器 (TG214号窯・KM22号窯)

24 四條啜市教育委員会 讃良郡条里遺跡
砂遺跡

縄文土器棺
縄文土器 。上偶・石器

25 奈良大学 陶邑窯跡群 須恵器 (KM51号窯・KM22号窯・KM28号窯)

26 四條畷市教育委員会 讃良郡条里遺跡・砂遺跡 縄文晩期土器

奈良文化財研究所 陶邑窯跡群 須恵器 (TK230‐ 1号窯)

28 岡山大学大学院 招提中町遺跡 石製尖頭器

太子町教育委員会 国府遺跡・はさみ山遺跡 ・八尾南遺跡 石器

30 大阪市立東洋陶磁美術館 陶邑窯跡群 基準資料

31 太子町教育委員会 株山遺跡 サヌカイ ト礫

32 茅ヶ崎市文化振興財団 余部遺跡 瓦器椀 。土師器

南山大学大学院 錦織南遺跡・砂遺跡・府中遺跡・讃良郡条里 縄文土器
遺跡・淡輪遺跡

34 京都大学大学院 淡輪遺跡 縄文土器

鶴田町自治会 陶邑窯跡群
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36 大阪大学大学院 陶邑窯跡群 須恵器 (TG68号窯・TG64号窯 。KM22号窯)

37 堺市立みはら歴史博物館 応神古墳外堤 円筒埴輪

38 東京国際大学・早稲田大学先史
考古学研究所

讃良郡条里遺跡 縄文土器

39 大阪大谷大学 向泉寺遺跡 軒丸瓦

40 京都大学大学院 林遺跡 縄文土器

41 京都市埋蔵文化財研究所 。人幡
市教育委員会

陶邑窯跡群 須恵器 (TK230‐ I号窯)

42 京都大学大学院 林遺跡・更良岡山遺跡 縄文土器

43 羽曳野市教育委員会 壺井御旅山古墳 円筒埴輪・壺形埴輪

44 京都大学大学院 更良岡山遺跡 縄文土器

45 高知大学 陶邑窯跡群 基準資料

46 京都大学大学院 更良岡山遺跡・淡輪遺跡 縄文土器

47 和泉市教育委員会 馬子塚古墳 。大国遺跡 写真資料 (遺跡、出土資料)

48 堺市立みはら歴史博物館 応神古墳外堤 円筒埴輪

49 近つ飛鳥博物館 藤の森古墳・応神古墳外堤 馬具・鉄鏃 (藤の森古墳) 円筒埴輪 (応神古
墳外堤)

50 奈良文化財研究所 八尾南遺跡 。国府遺跡 旧石器

51 小牧市教育委員会 更良岡山遺跡・淡輪遺跡 縄文土器

52 京都大学大学院 板原遺跡・淡輪遺跡・西浦橋遺跡 縄文土器

53 なにわの海の時空館 。(財)大阪 蔀屋北遺跡
市文化財協会

井戸枠転用船財

54 天理大学・柏原市教育委員会 。  蔀屋北遺跡
橿原考古学研究所・奈良文化財
研究所・交野市教育委員会

鍛冶資料

55 交野市教育委員会 大谷窯跡 須恵器

56 奈良大学 陶邑窯跡群 須恵器 (TG68号窯)

57 大阪人権博物館 深田橋遺跡 須恵器

58 九州大学大学院 池上曽根遺跡 弥生土器

59 奈良文化財研究所 陶邑窯跡群 須恵器 (TK230-1号 窯)

60 大阪大学大学院 陶邑窯跡群 須恵器 (TG68号 窯・TG43-I号窯 )

61 京都橘大学 蔀屋北遺跡 卜骨

62 同志社大学大学院 田井中遺跡・寛弘寺遺跡 石器

63 京都大学大学院 淡輪遺跡・鳳東町4丁遺跡 縄文土器

64 福建博物院文物考古研究所 陶邑窯跡群 基準資料

65 同志社大学大学院 田井中遺跡 石器

66 大阪府立近つ飛鳥博物館 北玉山古墳
仲津姫陵古墳

捩文鏡
円筒埴輪

67 奈良文化財研究所 陶邑窯跡群 須恵器 (TK230‐ 1号窯)

68 帝塚山学院大学 陶邑窯跡群 基準資料

69 京都大学大学院 淡輪遺跡 。鳳東町4丁遺跡 縄支上器

70 交野市教育委員会 大谷遺跡 写真資料 (遺跡)

71 京都大学大学院 淡輪遺跡・鳳東町 4丁遺跡 縄文土器

72 同志社大学大学院 田井中進跡
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73 西宮市教育委員会 木の本遺跡 石庖丁

74 同志社大学大学院 田井中遺跡 石器

75 京都大学大学院 淡輪遺跡・西浦橋遺跡 縄文土器

76 八尾市教育委員会 高安古墳群 図面資料

77 京都大学大学院 淡輪遺跡 縄文土器

78 奈良文化財研究所 陶邑窯跡群 須恵器 (TK230‐ 1号窯)

79 同志社大学大学院 寛弘寺遺跡 石器

80 京都市埋蔵文化財研究所 陶邑窯跡群 須恵器 (TK230‐ I号窯)

81 大阪大学大学院 壼井御旅山古墳 円筒埴輪・壺形埴輪

32 韓国湖林博物館 陶邑窯跡群 基準資料

83 京都大学大学院 西板持遺跡・上遺跡・淡輪遺跡 縄文土器

84 奈良大学 陶邑窯跡群 須恵器 (TG214号窯 。KM22号窯)

85(財 )大阪府文化財センター 旧府庁跡 煉瓦

86 京都大学大学院 淡輪遺跡 縄文土器

87(財 )辰馬考古資料館 陶邑窯跡群 基準資料

88 奈良大学 陶邑窯跡群 須恵器 (TG214号窯・KM22号窯)

89 福井県教育庁埋蔵文化財調査セ  野問遺跡・淡輪遺跡
ンター

磨製石斧

90 京都大学大学院 上遺跡 。淡輪遺跡 縄文土器

91 吹田市教育委員会 吉志部瓦窯跡 写真資料 (遺跡)

92 大阪市立大学 片山廃寺・玉手廃寺・玉手山Al号墳 図面・写真資料

93 羽曳野市教育委員会 藤池北古墳 円筒埴輪

94 奈良大学 陶邑窯跡群 須恵器 (TG214号窯・KM22号窯)

95 羽曳野市教育委員会 玉手山Al号墳・塚ノ本古墳・萱振1号墳 。彼 円筒埴輪
方丸山古墳

96 奈良文化財研究所 陶邑窯跡群 須恵器 (TK230‐ I号窯)

97 大阪府立泉北高等学校 蔀屋北遺跡・岸之本南遺跡 韓式土器

98 国学院大学 国府遺跡 巴形銅器

99 京都大学大学院 蔀屋北遺跡 馬具・土器

100 奈良大学 陶邑窯跡群 須恵器 (TG214号窯・KM22号窯)

101 新潟市埋蔵文化財センター 陶邑窯跡群 須恵器 (TK66・ TK37・ TK2・ TK15。 214号
窯・KM22号窯)

102 大阪大学大学院 尾道遺跡 。大里遺跡 土師器

103 泉南市教育員会 男里遺跡・幡代遺跡 図面資料

104 奈良大学 陶邑窯跡群 須恵器 (TK230‐ 1号窯)

105 歴史教育者協議会堺支部 南花田遺跡 写真資料

106 大阪府立近つ飛鳥博物館 東郷遺跡 特殊器台

107 奈良大学 陶邑窯跡群 須恵器 (TK230-1号 窯)

108 広島大学大学院 桑原西古墳群A‐ 3号墳 陶棺

109 千葉大学 陶邑窯跡群 基準資料

110 京都大学大学院 藤の森古墳
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― 平成 20年度文化財保護課・文化財調査事務所組織図 ―

保存管理グループ

指定文化財グループ

調査管理グループ   資料総括     主査  平田喜一  積算及び竣工等
分室長        主査 宮野淳―  主査  三宅正浩  遺物整理、泉北考古資料館協力等
玉井 功                          写真・保存処理、資料貸出等

主査  山上 弘  センター指導・調整事業量調査等
主査  亀島重則  遺物整理等
副主査 藤田道子  遺物整理

普及総括     主査  森井貞雄  博物館支援
主査 広瀬雅信

調査第一グループ   調査第一総括   主査  小林義孝  発掘調査・調整・指導 (豊能。三島)
調査第一補佐     主査 藤永正明  主査  岡本敏行  発掘調査。調整・指導 (中・北河内)
瀬川 健                主査  松岡良憲  発掘調査

主査  大築康宏  発掘調査
副主査 横田 明  発掘調査
副主査 宮崎泰史  発掘調査
技師  岩瀬 透  発掘調査
技師  小川裕見子 発掘調査

調査第ニグループ   調査第二総括   主査  小山田宏一 発掘調査・調整・指導 (南河内)
調査第二補佐     主査 西口陽―  主査  橋本高明  発掘調査 。調整 。指導 (泉州)
高島 徹                主査  藤澤員依  発掘調査

主査  三木 弘  発掘調査
主査  上林史郎  発掘調査
副主査 服部文章  発掘調査
副主査 杉本清美  発掘調査
副主査 土屋みづほ 発掘調査
技師  阿部幸一  発掘調査
技師  竹原伸次  発掘調査
技師  西川寿勝  発掘調査

【文化財調査事務所】
TEL 072(291)7401

課長

参事
【文化財保護課】
伍  06(6941)0351(Aiラ 箕)
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